
清
代
寧
波
沿
海
部
に
お
け
る
開
発
と
移
住

本

田

治

、

は
じ
め
に

清代寧波沿海部における開発と移住 本田治

伝
統
的
中
国
社
会
は
他
の
歴
史
世
界
と
比
較
し
て
も
移
動
性
の
高
い
社
会
で
あ
っ
た
。
中
国
史
上
何
度
も
起
こ
っ
た
大
規
模
な
人

口
移
動
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
四

1
五
世
紀
五
胡
十
六
回
時
代
に
北
方
民
族
の
中
原
進
出
に
と
も
な
っ
て
起
こ
っ
た
人
口
の
南
移
、

十
二
世
紀
金
軍
の
南
下
に
よ
る
宋
朝
の
南
渡
、
官
僚
の
南
遷
、
流
民
の
江
南
へ
の
流
入
な
ど
よ
く
知
ら
れ
た
事
例
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の

場
合
も
玉
突
き
的
移
住
の
連
鎖
な
ど
江
南
社
会
に
混
乱
を
も
た
ら
し
た
が
、
や
が
て
そ
れ
も
終
息
し
、
結
果
と
し
て
江
南
の
経
済
開
発

が
進
み
、
中
原
の
文
化
や
先
進
技
術
が
普
及
し
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
中
国
本
土
以
外
の
世
界
各
地
に
は
数
千
万
人
以
上
と

推
定
さ
れ
る
華
僑
、
華
人
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
存
在
、
特
に
唐
代
以
来
と
さ
れ
る
東
南
ア
ジ
ア
諸
地
域
へ
の
移
住
も
園
内
移
住
の
延
長

上
に
あ
り
、
彼
ら
に
と
っ
て
海
洋
、
国
境
す
ら
移
動
を
阻
む
決
定
的
障
害
と
な
ら
な
か
っ
た
。

近
年
中
国
で
は
移
住
史
研
究
の
分
野
で
大
部
な
研
究
書
の
刊
行
が
あ
い
つ
い
だ
。
大
部
な
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ま
で
の
研
究
が
往
々

に
し
て
「
漢
民
族
発
展
史
」
乃
至
「
中
華
世
界
拡
大
」
の
歴
史
と
い
う
枠
組
み
か
ら
、
考
察
の
中
心
を
戦
乱
や
飢
鍾
を
原
因
と
す
る
大

規
模
か
つ
集
団
的
で
移
動
距
離
が
長
い
、
い
わ
ゆ
る
生
存
型
の
移
住
に
置
い
て
い
た
の
に
対
し
、
移
住
す
る
こ
と
で
経
済
的
に
も
文
化
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的
に
も
生
活
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
す
る
発
展
型
移
住
に
も
問
題
関
心
を
広
げ
、
古
代
か
ら
近
現
代
ま
で
移
住
の
も
つ
あ
ら
ゆ
る
側
面
を

網
羅
的
総
合
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
看
取
で
き
る
。
最
近
刊
行
さ
れ
た
葛
剣
雄
・
呉
松
弟
ら
の
移
住
史
研
究
は
、
こ
う
し
た

移
住
先
の
プ
ル
要
因
と
移
住
後
の
地
域
社
会
の
変
化
に
も
強
い
関
心
を
よ
せ
る
近
年
の
研
究
動
向
を
反
映
し
た
研
究
成
果
で
あ
れ
。
一

方
わ
が
国
に
お
い
て
は
斯
波
義
信
や
山
田
賢
ら
は
、
香
港
や
台
湾
に
お
け
る
現
地
調
査
の
成
果
を
ふ
ま
え
移
住
と
地
域
社
会
形
成
の
内

的
関
連
に
注
目
し
、
江
南
や
四
川
の
事
例
研
究
に
お
い
て
移
住
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
秩
序
の
再
編
成
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
き

③

骨

た
。
本
稿
は
こ
れ
ま
で
発
表
し
た
宋
代
と
明
代
の
寧
波
に
つ
い
て
の
考
察
に
つ
づ
い
て
、
清
代
寧
波
沿
海
部
と
い
う
地
域
に
お
け
る
移

住
の
実
相
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
で
こ
の
地
域
に
お
け
る
移
住
問
題
に
つ
い
て
は
斯
波
義
信
、
上
田
信

の
先
行
研
究
が
あ
り
、
本
稿
も
基
本
的
枠
組
み
を
そ
こ
か
ら
得
て
い
恥
。

本
稿
作
成
に
あ
た
り
基
本
史
料
と
し
て
使
用
し
た
『
寧
波
市
地
名
志
(
市
区
部
分
ど
、
『
郵
県
志
』
、
『
鎮
海
県
志
切
の
史
料
と
し
て
の

制
約
と
効
用
に
つ
い
て
は
、
前
二
稿
に
お
い
て
述
べ
て
き
た
の
で
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。
ま
た
表
題
の
い
う
沿
海
部
と
い
う
表
現

は
厳
密
で
な
い
が
、
情
報
源
の
上
記
三
書
が
カ
バ
ー
す
る
地
域
を
指
し
て
い
る
。
『
寧
波
市
地
名
志
』
の
市
区
と
は
、
現
在
の
寧
波
市
区
(
海

曙
区
・
江
北
区
・
江
東
区
)
で
、
う
ち
段
塘
鎮
・
西
郊
郷
・
福
明
郷
・
湾
塘
郷
が
旧
郵
県
城
と
郊
外
地
区
に
あ
た
り
、
慈
城
鎮
(
旧
慈
渓
県
城
)
・

妙
山
郷
・
雲
湖
郷
・
洪
塘
鎮
・
菜
市
鎮
・
荘
橋
鎮
・
費
市
鎮
・
乍
山
郷
・
半
浦
郷
・
東
郊
郷
は
旧
慈
渓
県
領
域
の
一
部
に
相
当
し
、
北

郊
郷
は
旧
鎮
海
県
に
属
し
て
い
た
。
『
郵
県
志
』
の
範
囲
は
市
区
を
除
く
畑
鄭
県
、
現
在
の
郵
州
区
全
域
に
あ
た
る
。
『
鎮
海
県
士
山
』
は

城
関
鎮
(
旧
鎮
海
県
城
)
の
ほ
か
鎮
海
県
全
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

2 

一、
移
住
者
の
出
身
地
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『
寧
波
市
地
名
志
(
市
区
部
分
)
』
、
『
都
県
志
』
、
『
鎮
海
県
士
山
』
に
載
る
遷
住
の
事
例
の
う
ち
、
遷
往
時
期
が
清
代
以
降
で
、

や
出
身
地
の
分
か
る
も
の
四
八
六
例
を
検
討
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
傾
向
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
寧
波
府
以
外
か
ら
の
遷
住
事
例
は
八
六
例
で
、
全
体
の
約
一
八
%
に
あ
た
る
。
そ
の
内
訳
は
掘
削
江
省
内
か
ら
四
七
例
、
漸
江
省

以
外
か
ら
三
九
例
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
府
外
か
ら
の
移
住
数
は
、
宋
朝
南
波
と
い
う
政
治
的
混
乱
も
あ
り
遠
距
離
の
移
動
が
激
し
か

っ
た
宋
代
に
比
べ
て
か
な
り
低
く
、
明
代
(
各
地
区
二
O
%
台
)
に
比
べ
て
も
さ
ら
に
低
い
。
掘
削
江
省
外
か
ら
の
移
住
者
の
出
身
地
域
で

も
っ
と
も
多
い
の
は
福
建
省
H
二
O
、
つ
い
で
安
徽
省
H
六
、
河
南
省
H
問
、
山
西
省
H
三
、
山
東
省
H
三
一
、
広
東
省
H
二
、
四
川
省

H

一
の
順
で
あ
る
。

寧
波
府
を
の
ぞ
く
掘
削
江
省
内
か
ら
の
移
住
例
は
四
七
例
で
、
そ
の
内
訳
は
紹
興
府
H
一
一
一
四
、
台
州
H

一
O
、
温
州
日
二
、
金
華
府
H

一
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
大
部
分
を
占
め
る
紹
興
府
は
寧
波
府
の
西
隣
り
に
位
置
し
、
そ
の
事
例
の
大
部
分
を
占
め
る
余
挑
県
(
幻
H

表
番
号
、
以
下
同
じ
)
は
紹
興
府
の
東
端
に
あ
た
り
、
軍
波
府
慈
渓
県
と
境
域
を
接
し
て
い
る
。
次
位
の
台
州
(
黄
巌
県
五
、
寧
海
県
二
、
臨

海
県
一
、
県
不
明
二
)
も
ま
た
寧
波
府
と
隣
接
し
て
い
る
。
つ
ま
り
漸
江
省
内
か
ら
の
移
住
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
隣
接
す
る
こ
地
域
か
ら

の
移
住
だ
け
に
限
ら
れ
て
い
る
。
漸
西
諸
地
域
か
ら
の
遷
住
数
の
減
少
傾
向
は
明
代
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
た
が
、
清
代
で
は
遷
鄭
例

は
全
く
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
清
代
寧
波
の
人
口
誘
引
力
の
及
ぶ
範
囲
は
ほ
ぼ
隣
接
す
る
地
域
に
限
定
さ
れ
、
明
代
と
く
ら

べ
て
も
縮
小
傾
'
間
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
淑
江
省
外
か
ら
の
遷
入
事
例
で
圧
倒
的
に
多
い
の
は
福
建
で
あ
る
。
宋
元
時
代
で
は
、

三
十
五
例
(
三
三
五
例
中
)
、
明
代
で
は
二

O
例
(
八
一
例
中
)
と
、
福
建
か
ら
北
に
む
か
う
人
の
移
動
は
宋
代
以
来
継
続
し
て
き
た
。
こ

の
こ
と
は
、
寧
波
地
域
の
プ
ル
要
因
よ
り
も
、
福
建
地
域
の
プ
ッ
シ
ュ
要
因
、
つ
ま
り
人
材
輩
出
の
諸
事
情
か
ら
説
明
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
次
位
の
安
徽
省
六
例
(
安
徽
三
、
欽
県
績
渓
県
三
一
)
の
事
例
は
孤
立
し
て
お
り
、
他
の
江
南
諸
地
域
か
ら
の
遷
入
事
例
は
全
く
な
い
。

移
住
先

3 



こ
れ
も
新
安
商
人
の
活
躍
の
足
跡
と
み
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
ご
と
く
清
代
、
寧
波
地
域
へ
他
地
域
か
ら
の
来
往
す
る
事
例
は
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
寧
波

地
域
に
お
け
る
移
住
活
動
が
低
調
で
あ
っ
た
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。
如
上
の
寧
波
府
以
外
か
ら
の
移
住
事
例
の
約
五
倍
に
あ

た
る
、
府
域
内
移
住
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
移
住
元
も
移
住
先
も
寧
波
府
内
で
あ
る
事
例
が
三
五
三
一
例
を
か
ぞ
え
、

こ
の
府
域
内
移
住
の
事
例
は
全
選
住
事
例
四
八
六
の
七
三
%
に
あ
た
り
、
移
住
元
が
不
明
な
事
例
を
除
い
た
全
遷
住
事
例
四
三
九
の

八
O
%
に
相
当
す
る
。
府
外
か
ら
の
遷
住
が
低
調
で
あ
っ
た
分
、
寧
波
府
内
で
完
結
す
る
短
距
離
移
住
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
府
域
内

移
住
三
五
三
事
例
の
内
訳
は
府
内
他
県
が
二
二
九
、
同
一
県
内
移
住
が
二
一
四
と
な
っ
て
お
り
、
県
内
移
住
と
い
う
移
動
距
離
が
短
い

事
例
が
全
体
遷
住
事
例
の
約
半
分
を
占
め
て
い
た
。
ま
た
内
六
三
例
は
同
じ
郷
鎮
内
の
移
動
で
あ
り
、
「
隣
村
白
り
遷
来
す
」
と
さ
ら

に
移
動
距
離
の
短
い
例
も
あ
る
(
祁
i
4
、臼

6
、お

4
、
文
末
表
ー
よ
り
、
特
に
注
記
の
な
い
場
合
は
以
下
の
文
中
の
番
号
も
同
様
)
。
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『
寧
波
地
名
志
(
市
区
部
分
)
』
と
『
郵
県
志
』
と
が
載
せ
る
移
住
先
情
報
を
各
郷
鎮
別
に
配
列
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
西

郊
郷
七
五
(
漸
江
省
以
外
の
省

5
・
淑
江
省
内

4
・
寧
波
府
内
問
・
寧
波
市
区
&
鄭
県
出
・
移
住
元
不
明

Z
、
以
下
同
じ
て
半
浦
郷
六
二

(
5
・

m
-
H
・
M
・
8
)
、
城
内
四
二

(
7
・
1

・初・

9
・
5
)
、
福
明
郷
四
O
(
0
・

2
・
2
・幻・

9
)
、
東
郊
郷
三
九

(
2
・
2
・
4
・目・

2
)
、

表
市
鎮
一
八
(
0
・

2
・
9
・
5
・
2
)
、
北
郊
郷
一
八

(
2
・0・

2
・
u
・
2
)
、
妙
山
郷
一
五
(
0
・

2
・
8
・
4
・
l
)
、
洪
塘
鎮
一
三

4 



(
1
・
1
・
5

・
3
・
3
)
、
荘
橋
鎮
七

(
0
・
0
・
3
・
4
・
0
)
、
慈
城
鎮
七

(
0
・
2
・
1
・
3
・
0
)
、
費
市
鎮
六

(
0
・
0
・
1
・
4
・
1
)
、

乍
山
郷
六

(
0
・
0
・
4
・
1
・
1
)
、
成
祥
鎮
六

(
0
・
1
・
1
・
4
・
0
)
、
段
塘
鎮
五

(
1
・
0

・
0
・
3
・
I
)
、
湾
頭
郷
五

(
0
・
0
・

0
・
2

・
3
)
、
美
山
鎮
五

(
0
・
I
・
D
-
4
・
0
)
、
茅
山
郷
五

(
0
・
0

・
0
・
3
・
2
)
、
龍
観
郷
四

(
0
・
0

・
1

・
3
・
0
)
、
宝
瞳
郷

三

(
0
・
0
・
2
・
1
・
0
)
、
東
呉
郷
三

(
0
・
0

・
0
・
3
・
0
)
、
鍾
公
廟
郷
三

(
0
・
D
・
O
・
2
・
l
)
、
機
社
郷
三

(
0
・
0
・
1
・
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2
・
0
)
、
集
仕
港
鎮
三

(
0
・
0
・
1

・
2
・
0
)
、
麗
水
郷
二

(
0
・
0
・
0
・
2
・
0
)
、
梅
園
郷
三

(
0
・
0

・
2
・
0
・
0
)
、
寧
鋒
郷
二

(
0
・
0

・
I
・
1
・
0
)
、
雲
湖
郷
一

(
0
・
1
・
0
・
0

・
0
)
、
高
銭
鎮
一

(
0
・
0

・
0
・
1
・
0
)
、
韓
嶺
郷
一

(
0
・
0
・
0
・
1
・
0
〉、

大
嵩
郷
一

(
0
・
0

・
0
・
0
・
1
)
、
潜
火
郷
一

(
0
・
0
・
0

・
0

・
l
)
、
戟
陽
郷
一

(
0
・
0
・
0
・
1
・
0
)
、
梅
嶺
郷
一

(
0
・
0
・

0
・
0

・
1
)
、
大
絞
郷
一

(
0
・
0
・
0
・
1
・
0
)
、
雲
洲
郷
一

(
0
・
0
・
0
・
1
・
0
)
、
白
岳
郷
一

(
0
・
0
・
0

・
1
・
0
)
、
洞
橋
郷

一
(
0
・
0

・
0

・
1
・
0
)
、
杖
錫
郷
一

(
0
・
1
・
0
・
0

・
0
)
、
管
江
郷
一

(
0
・
0

・
0

・
0

・
1
)
、
以
下
省
略
。

府
郭
(
郵
県
城
)
と
そ
の
周
辺
地
区
(
西
郊
郷
・
城
内
・
福
明
郷
・
東
郊
郷
・
北
郊
郷
・
荘
橋
鎮
・
段
塘
鎮
)
へ
の
遷
住
事
例
数
は
二
二

O
例
、

全
体
の
約
五
四
%
に
あ
た
る
。
都
市
と
そ
の
郊
外
地
区
の
誘
引
力
の
強
さ
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
宋
代
以
来
変
わ
ら
な
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。
移
住
先
事
例
の
多
い
郷
鎮
が
集
中
し
て
い
る
の
は
、
府
郭
の
西
部
に
の
び
る
余
挑
江
北
岸
地
区
(
半
浦
郷
・
義
市
鎮
・
乍
山
郷
・

妙
山
郷
・
慈
城
鎮
・
洪
塘
鎮
・
費
市
鎮
)
で
一
二
六
例
を
数
え
、
全
体
の
約
三
一
%
を
占
め
る
。
な
か
で
も
半
浦
郷
六
二
例
は
突
出
し
て
い
る
。

半
浦
郷
へ
の
寧
波
府
外
か
ら
の
遷
入
は
二
五
例
を
か
ぞ
え
、
そ
の
約
半
分
に
あ
た
る
一
三
例
が
余
挑
県
出
身
者
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
西
隣
の
紹
興
地
域
か
ら
東
に
向
か
う
人
の
移
動
の
流
れ
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
流
れ
が
余
挑
江
と
い
う
幹
線
水
路

に
沿
っ
て
動
い
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
慈
城
鎮
は
慈
渓
県
城
(
一
九
五
五
年
ま
き
で
あ
っ
た
が
、
移
住
者
の
受
け
入
れ
事

例
数
と
い
う
点
で
は
半
浦
郷
の
十
分
の
一
に
も
満
た
ず
、
地
方
都
市
と
し
て
の
誘
引
力
も
府
郭
た
る
鄭
県
県
城
と
は
大
き
な
格
差
が
あ

っ
た
。

5 
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次
に
鎮
海
地
区
に
つ
い
て
見
る
と
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
上
位
か
ら
、
貴
細
鎮
一
三

(
4
・
2

・
6
・
1

・
0
)
、
荘
市
鎮
二
二

(
1
・
0
・
9
・
3
・
0
)
、
A

堅
泡
鎮
八

(
3
・
3
・
2

・
0
・
0
)
、
路
詑
鎮
八

(
1
・
1

・
3
・
3
・
0
)
、
楓
林
郷
七

(
2
・
0
・
3
・
2

・
0
)
、

競
江
郷
四

(
0
・
0
・
2

・
2

・
0
)
、
郭
巨
鎮
四

(
0
・
0
・
4
・
0
・
0
)
、
大
襖
鎮
三

(
1
・
0
・
2

・
0
・
0
)
、
柴
橋
鎮
三

(
1
・
0
・

2

・
0
・
0
)
、
霞
浦
鎮
三

(
0
・
0
・
3
・
0
・
0
)
、
城
関
鎮
二

(
0
・
0
・
1

・
1

・
0
)
、
灘
浦
鎮
二

(
1
・
0
・
1

・
0
・
0
)
、
新
喫
鎮

三

(
0
・
0
・
2
・
0
・
0
)
、
塔
崎
郷
二

(
1
・
0
・
1

・
0
・
0
)
、
白
峰
郷
二

(
0
・
0
・
2
・
0
・
0
)
、
三
山
郷
二

(
0
・
1

・
1

・
0
・

0
)
、
長
石
郷
一

(
0
・
0
・
0
・
1

・
0
)
、
波
渓
郷
一

(
0
・
0
・
1

・
0
・
0
)
、
高
塘
郷
一

(
0
・
0
・
1

・
0
・
0
)
、
小
港
鎮
一

0
・
0
・
0
・
0
)
、
下
部
郷
一

(
0
・
0
・
1

・
0
・
0
)
、
上
陽
郷
一

(
0
・
0
・
1

・
0
・
0
)
、
時
頭
郷
一

6 
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(
0
・
0
・
0
・
1

・
0
)
と
な

っ
て
い
る
。

鎮
海
県
は
寧
波
の
東
部
海
岸
地
域
を
構
成
す
る
。
前
述
の
「
寧
波
市
区
」
「
鄭
県
」
か
ら
な
る
内
陸
部
ほ
ど
事
例
分
布
の
偏
在
は
み

ら
れ
ず
、
移
住
事
例
の
分
布
が
比
較
的
平
均
し
て
い
る
こ
と
は
、
宋
代
以
来
の
特
徴
で
あ
る
。
あ
え
て
言
え
ば
、
宋
代
で
は
河
頭
郷
・

長
石
郷
・
三
山
郷
・
紫
石
郷
な
ど
内
陸
部
へ
の
移
住
が
多
か
っ
た
の
に
対
し
、
清
代
で
は
呂
田
江
北
岸
の
海
岸
地
区
(
貴
細
鎮
・
荘
市
鎮
・

像
泡
鎮
・
路
舵
鎮
・
臨
江
郷
・
城
関
鎮
)
へ
の
移
住
例
が
五

O
例
に
の
ぼ
り
、
鎮
海
区
全
体
の
八
五
例
の
五
九
%
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
康
照
二
五
年
に
海
岸
地
区
を
南
北
に
貫
く
霊
緒
塘
(
万
弓
塘
)
が
建
設
さ
れ
た
後
、
決
壊
、
補

修
を
く
り
か
え
し
清
未
民
初
ま
で
開
発
前
線
が
存
在
し
て
い
た
こ
む
と
符
合
す
る
。

四

移
住
の
動
機



清
代
内
陸
部
、
特
に
西
北
部
や
華
中
で
は
洪
水
や
早
魅
を
原
因
と
す
る
深
刻
な
飢
僅
が
頻
発
し
、
人
々
の
大
規
模
な
移
動
が
起
こ
っ

⑧
 

た
が
、
寧
波
ま
で
影
響
が
お
よ
ぶ
こ
と
は
少
な
か
っ
た
よ
う
で
、
寧
波
の
移
住
史
料
に
は
、
そ
う
し
た
記
述
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。

)
 
1
 
(
 
逃
荒
、
虎
害

清代寧波沿海部における開発と移住本田治

唯
一
の
事
例
は
、
移
動
時
期
が
明
末
清
初
と
い
う
こ
と
で
、
前
稿
に
お
い
て
も
紹
介
し
た
北
郊
郷
烏
隆
村
の
烏
氏
の
事
例
で
あ
る
。

烏
氏
の
先
祖
は
河
南
穎
川
の
望
族
で
明
末
清
初
に
兄
弟
で
飢
鐘
を
逃
れ
て
こ
の
地
に
来
た
っ
た
。
焼
窯
を
生
業
と
し
繁
栄
し
て
村
落
を

形
成
す
る
に
い
た
っ
た
と
い
う
訂
)
。

清
初
に
こ
の
地
域
で
虎
が
生
息
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
順
治
(
一
六
四
四
1
六
一
年
)
の
こ
ろ
鎮
海
県
四
古
庄
対
河
元
宝

漕
の
陳
元
茂
(
字
君
盛
)
は
虎
患
を
避
け
て
東
呉
郷
生
委
漕
に
移
り
住
み
、
以
後
繁
栄
し
子
孫
は
史
家
湾
、
羊
角
田
、
西
郷
等
処
に
分

居
し
た
と
あ
る
(
位
I2)

(2) 

戦
乱
、
火
災

清
末
江
南
を
席
巻
し
た
太
平
天
国
の
乱
を
原
因
と
す
る
移
住
が
二
例
存
す
る
。
成
豊
年
間
二
八
五
一

1
六
一
年
)
、
鴻
氏
は
慈
渓
県
県

7 
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城
か
ら
西
郊
郷
滞
家
辺
村
に
移
り
住
ん
で
村
を
建
設
し
た
と
あ
る

(
η
1
6
)
。
同
じ
く
漏
氏
が
、
太
平
天
国
の
乱
時
に
妙
山
郷
浮
上
橋
村

に
来
往
し
た
と
い
う
。
出
身
地
は
不
明
で
あ
る
が
、
移
動
時
期
か
ら
し
て
前
述
の
鴻
家
辺
村
の
鴻
氏
と
同
系
か
も
し
れ
な
い

(
η
8
)
。

西
郊
郷
朱
家
漕
村
の
村
名
の
由
来
と
な
っ
た
朱
氏
は
康
照
年
間
(
一
六
六
二
5
一
七
七
二
年
)
に
城
内
鶏
績
橋
か
ら
来
往
し
て
興
隆
し
た
が
、

太
平
天
国
時
に
家
屋
が
焚
段
し
、
族
を
挙
げ
て
転
出
し
て
い
っ
た
日

i
)。
戦
禍
に
遭
っ
て
も
家
屋
が
残
れ
ば
終
息
後
に
一
万
に
も
ど

る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
焼
失
す
る
と
再
起
で
き
ず
に
外
選
を
選
択
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
戦
禍
だ
け
で
な
く
単

な
る
火
災
も
同
じ
で
あ
っ
た
。

西
郊
郷
前
六
畝
村
の
関
村
は
県
城
南
門
の
楊
氏
が
来
往
し
た
明
嘉
靖
万
暦
の
聞
に
か
か
り
、
明
末
清
初
に
は
興
隆
し
て
新
た
に
隣
地

の
后
六
畝
村
を
開
く
に
い
た
る
が
、
乾
隆
年
間
に
前
六
畝
村
の
大
戸
が
火
災
に
遭
い
、
楊
氏
の
一
部
は
近
く
の
三
限
橋
村
、
鶏
池
頭

村
に
移
住
し
た
と
あ
る
(
三
眼
橋
村
、
后
六
畝
村
、
前
六
畝
村
、
菊
池
頭
村
ね

1
2
・3
)
。
西
郊
郷
南
張
家
岸
村
は
、
康
岡
山
年
間
(
一
六
六
二
1

一
七
七
二
年
)
、
福
建
か
ら
来
往
し
た
張
氏
の
創
建
に
か
か
り
、
繁
栄
し
て
北
張
家
岸
を
建
て
る
に
い
た
る
が
、
の
ち
北
村
は
祖
屋
を
火

事
で
失
い
、
廃
村
と
な
っ
た
と
あ
る
(
硲
3
)
。

8 

(3) 

商
人

商
業
活
動
に
は
物
と
人
の
移
動
を
と
も
な
う
。
寧
波
は
宋
代
以
来
、
杭
州
の
外
港
と
し
て
圏
内
外
に
関
か
れ
た
交
易
の
中
心
で
あ
っ

た
か
ら
、
商
人
が
そ
の
活
動
拠
点
と
し
て
移
り
住
む
の
は
当
然
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

半
浦
郷
黒
白
屋
村
の
草
分
け
で
あ
る
陸
氏
は
、
伝
に
よ
る
と
福
建
で
木
材
行
を
い
と
な
み
、
移
住
後
こ
の
地
に
黒
壁
の
楼
房
を
建
て



清代寧波沿海部にお付る開発と移住本田治

て
家
業
を
継
い
だ
(
臼
1
3
)
。
後
に
道
光
年
間
(
一
円
。
ご

1
五
O
年
)
に
外
甥
の
張
氏
が
真
っ
自
の
高
楼
を
建
て
た
の
に
因
ん
で
黒
臼
屋

村
と
呼
ん
だ
と
い
う
(
臼
1
3
)
。
福
建
か
ら
や
っ
て
き
た
荘
橋
鎮
林
泳
村
の
泳
氏
も
明
代
崇
禎
年
間
二
六
二
八
1
四
四
年
)
に
来
鄭
し
て

木
材
業
で
財
を
成
し
た
が
、
清
光
緒
年
間
(
一
八
七
五
1
一九
O
八
年
)
に
は
外
地
へ
移
住
し
て
い
っ
た
と
い
う
(
勾
3
)
。
城
内
大
尚
書

橋
下
で
殻
青
業
を
営
ん
だ
慶
奇
白
は
も
と
も
と
福
建
の
人
で
、
藍
の
売
買
の
た
め
に
寧
波
に
来
往
し
た
(
乃
)
。

新
安
商
人
の
活
躍
の
跡
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
徽
州
か
ら
商
売
で
来
鄭
し
た
銚
氏
は
、
遂
に
城
内
月
湖
湖
畔
に
定
住
し
た
の

だ
と
い
う
(
お
1
3
)
。
城
内
甘
渓
に
住
む
洪
氏
の
先
祖
洪
高
遂
は
清
初
に
兄
と
と
も
に
徽
州
教
県
か
ら
来
鄭
し
て
い
る
。
目
的
は
「
承

燐
嵯
務
」
と
あ
り
、
塩
商
人
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
唐
の
進
士
、
諌
議
大
夫
洪
経
論
の
子
孫
を
名
乗
り
、
以
後
一
族
よ
く
繁
栄
し
湖
西

虹
橋
南
、
祝
都
橋
、
烏
合
橋
、
城
西
楊
家
橋
に
分
派
し
、
同
治
進
土
礼
部
主
事
洪
応
祥
、
光
緒
翰
林
洪
嘉
滋
が
輩
出
し
た
(
泊

4
)
。

広
東
商
人
も
寧
波
に
来
往
し
て
い
る
。
広
東
の
客
戸
の
穆
氏
は
、
商
売
で
寧
波
を
訪
れ
城
内
穆
家
巷
に
家
を
建
て
て
庖
を
構
え
た
。
そ

の
後
子
孫
は
広
東
に
帰
り
、
居
宅
は
劉
氏
の
手
に
移
っ
た
が
、
巷
名
は
変
わ
ら
ず
に
穆
家
巷
と
呼
ん
だ
と
あ
る
(
幻
)
。
商
人
の
移
動

性
は
高
か
っ
た
よ
う
で
、
宣
統
の
こ
ろ
に
洪
塘
鎮
桂
厳
村
に
移
り
住
ん
で
商
業
に
携
わ
っ
て
い
た
厳
氏
は
、
そ
の
後
転
出
し
て
村
に
厳

姓
が
い
な
く
な
っ
た
と
い
う
(
叩
I
)
。
ま
た
逆
に
商
売
で
財
を
な
し
た
後
、
農
村
に
田
畑
を
購
入
し
地
主
化
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ

う
で
、
鎮
海
県
大
樹
郷
龍
山
の
虞
氏
は
先
代
が
商
売
で
成
功
し
、
威
豊
年
間
に
洪
塘
鎮
に
農
地
を
購
入
し
家
を
建
て
、
虞
家
村
を
興
し

た
と
あ
る
(
沌
13)
。

9 
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(4) 

!o 

職
人
、
芸
人

鄭
県
郎
隆
鎮
の
廟
前
周
家
村
に
兄
弟
が
い
た
。
彼
ら
は
代
々
理
髪
業
を
営
ん
で
い
た
が
、
あ
る
時
族
長
に
村
を
追
い
出
さ
れ
、
一
一
人

は
菜
市
鎮
の
河
の
西
岸
に
た
ど
り
つ
き
、
周
家
橋
頭
村
を
興
し
た
と
あ
る
(
勾
日
)
。
小
港
(
鎮
)
胡
家
境
胡
氏
の
遷
祖
胡
子
華
は
清

初
順
治
年
間
に
安
徽
省
教
県
か
ら
鎮
海
県
小
港
鎮
胡
家
境
に
来
往
し
煉
瓦
製
造
を
業
と
じ
た
(
表
2
鎮
海
県
n
I
)
。
寧
海
県
橋
頭
胡
鎮

の
哀
氏
三
兄
弟
は
、
一
九

O
八
年
に
鄭
県
雲
湖
郷
金
沙
容
の
会
龍
庵
の
普
請
に
際
し
大
工
と
し
て
や
っ
て
き
た
が
、
竣
工
後
も
同
地
に

残
り
木
工
作
業
所
を
隠
い
て
経
営
し
た
(
日
1
2
)
。
康
照
薙
正
の
こ
ろ
鄭
県
美
山
鎮
の
陳
氏
の
木
偶
戯
一
度
は
費
市
鎮
を
お
と
ず
れ
公

演
を
終
え
た
あ
と
も
留
ま
り
定
住
し
、
以
後
子
孫
が
繁
栄
し
村
落
を
形
成
し
た
岳
山
)
。

(5) 

漁
民

漁
師
は
職
業
柄
船
と
い
う
移
動
手
段
を
も
っ
ゆ
え
に
移
動
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て
し
ま
う
が
、
上
陸
す
る
き
っ
か

け
は
そ
の
船
を
失
っ
た
時
が
多
い
。
例
え
ば
、
清
初
、
余
銚
江
で
漁
師
を
し
て
い
た
張
氏
は
船
が
転
覆
し
て
身
の
置
き
所
が
な
く
な

り
、
止
む
無
く
菜
市
鎮
大
西
唄
に
上
陸
し
て
小
屋
を
つ
く
り
半
農
半
漁
で
生
計
を
立
て
て
い
る
う
ち
発
展
し
て
村
を
形
成
し
た
と
あ

る
(
回
目
。
少
し
下
っ
て
清
代
中
期
、
同
じ
余
銚
江
の
漁
師
の
張
氏
は
漂
流
し
て
支
流
の
沙
灘
に
た
ど
り
っ
き
小
屋
を
建
て
て
定
居
し
、

そ
の
後
沙
灘
は
発
展
し
て
薬
市
鎮
支
浦
張
村
と
な
っ
た

(mu)。
清
初
、
慈
渓
県
三
北
鎮
の
唐
氏
も
余
挑
江
で
漁
を
し
て
い
る
時
に
船



が
沈
没
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
引
き
上
げ
た
沈
船
で
小
屋
を
つ
く
っ
て
定
住
し
、
半
農
半
漁
を
営
み
、
や
が
て
発
展
し
て
衆
落
と
な
っ

た
(
必
l
l
)
。
以
上
は
ど
れ
も
事
故
で
船
を
失
っ
た
た
め
に
止
む
無
く
上
陸
し
た
事
例
で
計
画
的
な
移
住
で
は
な
い
。

洪
塘
鎮
留
草
橋
村
は
も
と
も
と
舟
山
の
漁
民
が
定
住
し
て
で
き
た
粟
落
で
あ
る
と
い
う
。
現
在
の
居
住
者
は
鄭
・
翁
・
趨
・
郎
・
余
・
部

氏
の
六
姓
で
あ
る
が
、
六
姓
の
先
祖
は
す
べ
て
舟
山
の
漁
民
で
、
漁
を
す
る
た
め
に
こ
の
地
に
や
っ
て
き
た
と
あ
る
白
ー
7
)
。
前
述

の
よ
う
な
、
遭
難
↓
上
陸
↓
定
住
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
な
く
、
舟
山
漁
民
の
出
漁
の
た
め
の
基
地
か
ら
定
住
へ
と
移
行
し
て
い
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(6) 

農
業
労
働
者

清代寧波沿海部における開発と移住本田治

二
十
世
紀
初
頭
ま
で
の
寧
波
地
域
の
地
主
経
営
に
お
け
る
農
業
労
働
が
主
に
短
工
・
長
工
と
よ
ば
れ
る
農
業
労
働
者
に
よ
っ
て
担
わ

⑨
 

れ
て
い
た
こ
と
は
、
松
回
教
授
の
聞
き
取
り
調
査
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
調
査
に
よ
れ
ば
、
そ
う
し
た
農
業
労

働
者
は
、
お
お
む
ね
当
該
村
落
内
の
最
下
層
の
貧
農
で
自
ら
の
土
地
を
も
た
ず
、
農
業
労
働
の
ほ
か
種
々
の
賃
労
働
に
就
役
し
た
。
な

か
で
も
短
工
と
呼
ば
れ
る
季
節
労
働
者
の
一
部
は
村
落
外
か
ら
も
流
入
し
、
雇
用
者
の
用
意
し
た
施
設
に
寝
起
き
し
食
事
を
与
え
ら
れ
、

契
約
期
間
が
終
了
す
る
と
賃
金
を
受
け
取
っ
て
去
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
に
対
し
長
工
は
近
郊
村
落
に
在
住
す
る
も
の
が
多
く
地

主
の
信
頼
を
得
た
も
の
が
採
用
さ
れ
賃
金
も
高
く
短
工
の
労
働
の
監
督
を
受
け
持
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
村
落
外
か
ら
入
っ
た

農
業
労
働
者
の
一
部
は
そ
の
地
に
根
を
下
ろ
す
も
の
が
い
た
。
寧
波
東
北
五
，
七
回
の
東
郊
郷
単
家
村
は
、
明
代
は
越
家
村
と
い
っ
た
。

在
村
の
主
姓
で
あ
る
単
・
明
・
紀
三
姓
は
も
と
越
氏
の
一
雇
一
農
で
あ
っ
た
が
、
越
氏
が
衰
落
し
た
後
、
単
氏
が
興
隆
し
単
家
村
と
改
称
す

11 
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る
に
至
っ
た
と
い
い
、
単
氏
は
光
緒
年
聞
に
奉
化
県
か
ら
趨
家
村
に
遷
住
し
た
と
い
う
五

1
)
。
『
地
名
志
』
は
寧
波
北
四
，
六
凶
の

北
郊
郷
高
田
販
村
の
村
名
の
由
来
を
説
明
す
る
に
あ
た
り
『
光
緒
鎮
海
県
志
』
を
引
い
て
「
高
田
頭
と
称
す
。
村
の
四
周
に
回
販
あ
り
、

時
に
勢
較
(
や
)
や
高
く
、
故
に
名
づ
く
。
村
民
先
世
多
く
黄
巌
等
の
地
の
雇
農
為
り
て
此
に
定
居
す
」
(
二
O
四
頁
、
高
田
頭
)
と
あ
る
。

こ
こ
で
は
南
隣
の
台
州
黄
巌
県
か
ら
労
働
者
が
き
て
い
た
。
寧
波
西
北
一
九
，
二
回
に
あ
る
妙
山
郷
在
家
村
の
陳
氏
は
慈
渓
県
龍
山
鎮

金
爽
唇
か
ら
農
業
労
働
者
と
し
て
来
住
し
長
工
と
な
っ
た
後
に
定
住
し
、
す
で
に
二

O
O年
以
上
経
っ
て
い
る
と
あ
る

am)。

寧
波
の
東
七
，
四
加
の
福
明
郷
王
家
園
は
伝
に
よ
る
と
宋
末
に
王
氏
が
造
営
し
た
花
園
に
由
来
し
、
今
の
主
姓
部
氏
は
王
氏
の
督
工

で
三

O
O年
前
に
隣
の
郁
家
村
か
ら
や
っ
て
き
た
と
あ
る
五
ー
5
)
。
隣
村
の
王
公
漕
村
の
村
名
の
由
来
は
水
池
が
王
氏
の
所
有
に
か

か
る
に
あ
り
、
現
在
の
多
姓
で
あ
る
郁
氏
は
も
と
玉
氏
の
雇
農
で
あ
っ
た
と
い
う
訂

6
1
こ
う
し
た
労
働
者
の
既
存
村
落
へ
の
流

入
や
彼
ら
の
繁
栄
に
よ
る
新
村
開
設
は
近
年
ま
で
続
い
た
よ
う
で
、
寧
波
西
北
九
，
三
回
に
あ
る
菜
市
鎮
惹
日
庵
は
も
と
義
氏
の
菩
提

寺
で
あ
っ
た
が
、
一
九
四
九
年
の
革
命
時
に
無
住
と
な
り
、
一
人
の
長
工
が
住
み
着
き
庵
内
の
農
地
を
耕
作
し
は
じ
め
、
近
年
居
住
者

が
増
加
し
て
、
現
在
八
戸
三
四
人
の
衆
落
を
形
成
す
る
に
い
た
っ
た
、
と
あ
る
(
地
名
志
、
一
七
八
頁
、
意
日
庵
)
。
以
上
の
よ
う
に
労
働

者
の
出
身
地
は
近
隣
村
落
ば
か
り
で
な
く
、
奉
化
県
・
黄
巌
県
・
慈
耽
知
県
な
ど
や
や
遠
距
離
か
ら
の
出
稼
ぎ
労
働
の
存
在
も
認
め
ら
れ

る
。
こ
こ
で
は
農
業
労
働
者
の
移
動
↓
定
住
の
事
実
が
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
に
と
ど
め
る
。

12 

(7) 

入
賢

『
地
名
士
山
』
に
は
入
費
し
た
男
性
が
妻
の
実
家
に
居
を
移
し
た
後
、
隆
盛
と
な
り
村
名
の
由
来
と
な
る
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。



半
浦
郷
張
陸
村
は
も
と
も
と
張
家
村
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
清
初
に
慈
渓
県
白
米
湾
村
の
陸
氏
が
張
氏
に
入
賛
し
た
。
そ
の
後
陸
氏
の

子
孫
が
繁
栄
し
た
の
で
村
名
を
張
陸
村
に
改
め
た
と
あ
る
白
ー
5
)
。
鎮
海
県
貴
廟
鎮
蒋
玉
村
王
氏
も
清
初
に
慈
駅
間
県
三
北
鎮
郎
王
か

ら
入
賛
L
、
後
に
隆
盛
し
た
と
あ
る
(
表
2
鎮
海
県

1
6
3
)
。

(8) 

山
紫
水
明

美
し
い
環
境
に
惹
か
れ
た
こ
と
を
移
住
に
動
機
と
し
て
あ
げ
た
事
例
は
、
明
代
で
は
三
例
、
清
代
で
は
一
例
存
し
た
。
慈
渓
県
域
に
居

住
す
る
桂
氏
は
道
光
・
威
豊
年
間
に
た
ま
た
ま
東
南
四
，
六
回
に
あ
る
萎
湖
に
遊
ん
だ
際
、
そ
の
地
の
鍾
霊
統
秀
、
景
色
優
美
な
る
に
感

じ
て
す
ぐ
さ
ま
土
地
を
購
入
し
て
家
を
建
て
た
。
そ
の
後
一
族
は
発
展
し
て
村
と
な
り
村
名
を
桂
家
村
と
呼
ぶ
に
い
た
っ
た
(
印

l
)
。

清代寧波沿海部における開発と移住本田治

(9) 

分
居

分
居
は
親
族
の
一
部
が
集
居
し
て
い
る
居
所
か
ら
離
れ
て
別
な
場
所
に
移
住
す
る
こ
と
で
、
前
提
と
し
て
族
員
の
蕃
街
状
態
が
あ
り
、

一
族
全
員
が
移
住
す
る
の
で
は
な
く
本
体
は
残
り
、
一
部
が
移
住
す
る
こ
と
を
い
う
。
こ
の
種
の
移
住
は
生
存
型
で
な
く
発
展
型
移
住

で
あ
る
。
寧
波
東
北
七
，
九
回
の
北
郊
郷
老
陳
家
荘
の
陳
氏
は
、
元
代
に
河
南
省
か
ら
郵
県
菱
山
に
移
り
住
み
、
明
代
に
ま
た
鎮
海
県

西
管
郷
陳
家
荘
に
遷
っ
た
。
そ
の
後
子
孫
が
繁
街
し
、
ま
た
村
の
東
辺
に
析
居
し
た
。
既
存
の
村
を
老
陳
家
荘
と
よ
び
、
村
東
の
新
衆

13 
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落
を
新
陳
家
荘
と
よ
ぶ
に
い
た
っ
た
と
い
う
。
『
光
緒
鎮
海
県
士
山
』
は
た
だ
陳
家
荘
と
の
み
記
し
て
お
り
、
こ
の
分
居
は
光
緒
以
降
と

⑩
 

推
測
で
き
る
(
臼
幻
)
。
分
居
・
析
居
の
ほ
か
分
遷
・
分
支
・
分
派
な
ど
も
同
趣
旨
の
語
糞
で
あ
る
。
分
居
に
よ
る
移
住
は
宗
族
の
拡

大
過
程
で
行
わ
れ
る
移
住
で
あ
り
、
移
住
距
離
が
短
い
こ
と
も
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
。
全
部
で
八
八
例
の
う
ち
、
同
じ
郷
鎮
内
の

移
住
が
一
二
七
例
、
同
じ
県
内
が
三
六
例
、
寧
波
府
内
が
十
二
例
、
寧
波
府
外
が
二
例
、
不
明
が
二
例
と
な
り
、
八
三
%
が
同
じ
県
内
で

移
住
元
、
移
住
先
が
完
結
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
郁
氏
は
南
宋
建
炎
年
間
(
一
二
一
七
1
三
O
年
)
に
開
封
か
ら
福
明
郷
郡
家
村
(
寧
波
東

七
，
四
回
、
史
貌
家
東
北
二
，
六
回
)
に
移
住
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
明
代
崇
禎
年
間
に
は
同
郷
松
下
漕
村
(
寧
波
東
六
畑
、
史
貌
家
南
一
，
二
回
)

⑪
 

に
分
居
し
て
お
り
、
清
代
に
な
る
と
、
活
発
に
拡
大
運
動
を
は
じ
め
、
康
照
年
間
に
同
郷
柳
隆
村
(
寧
波
東
南
六
，
七
刷
、
史
貌
家
東
南
一
，

七
回
)
に
分
居
し
(
勾
I
)
、
光
緒
年
間
(
一
八
七
五
1
一九
O
八
年
)
に
も
東
隣
の
梅
境
鎮
膝
園
に
移
り
、
さ
ら
に
福
明
郷
田
庄
村
(
寧
波

東
七
，
一
畑
、
史
貌
家
東
二
畑
)
に
移
住
し
て
い
る
(
引
1
2
)
。
同
じ
く
郁
家
村
か
ら
は
隣
村
の
福
明
郷
王
家
園
村
(
寧
波
東
七
，
四
畑
、
史
貌

家
東
二
，
四
旭
)
へ
も
、
王
公
漕
村
(
寧
波
東
七
，
一
回
、
史
貌
家
東
二
，
一
畑
)
へ
も
移
住
し
て
い
る
(
訂
1
5
、
引
1
6
)
。
し
か
し
分
遷
し
た
あ

と
移
住
者
が
新
村
を
聞
く
こ
と
も
な
く
、
村
の
主
姓
と
な
る
ほ
ど
繁
栄
も
し
な
か
っ
た
場
合
は
記
録
に
も
記
憶
に
留
め
ら
れ
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
か
ら
、
事
実
と
し
て
の
分
居
移
住
の
事
例
数
は
さ
ら
に
多
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
移
住
理
由
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い

多
く
の
近
距
離
移
住
の
中
に
は
分
居
型
移
住
を
ふ
く
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

14 

crO) 

そ
の
他

既
に
前
稿
で
指
摘
し
た
が
、
選
択
さ
れ
た
移
住
先
の
地
名
に
使
わ
れ
た
文
字
に
、

そ
の
地
の
環
境
の
特
徴
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
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る
。
乾
隆
年
間
に
菜
市
鎮
横
山
頭
陳
家
の
陳
氏
は
西
郊
郷
楊
家
村
(
寧
波
西
北
四
，
二
回
、
郷
政
府
西
北
二
，
七
旭
)
に
移
住
し
た
が
、
楊
家

村
は
「
村
三
面
河
に
環
ま
れ
、
地
形
偏
り
高
き
に
因
り
、
亦
た
楊
家
壕
と
称
」
し
た

(mm)。
同
じ
く
乾
隆
の
こ
ろ
に
義
氏
は
奉
化

県
江
口
表
爽
容
か
ら
西
郊
郷
園
境
村
(
寧
波
西
四
，
一
畑
、
郷
政
府
西
三
，
二
蜘
)
に
移
住
し
た
。
地
名
に
由
来
を
解
説
し
て
「
壕
は
水
中

に
伸
出
す
る
の
陸
地
な
り
。
場
は
方
言
口
に
し
て
則
ち
洲
な
り
」
と
あ
る
(
幻
1
2
)
。
光
緒
の
こ
ろ
林
氏
は
望
春
郷
下
林
村
か
ら
西
郊
郷

園
塚
陸
家
村
(
寧
波
西
北
三
，
九
回
、
西
北
二
，
四
胸
)
に
遷
入
し
た
が
、
移
住
先
の
園
塚
陸
家
村
の
環
境
に
つ
い
て
「
村
の
四
周
江
河
に

環
緩
さ
れ
、
円
形
を
皇
し
、
因
り
て
以
て
名
を
定
む
。
壌
は
方
言
な
り
。
即
ち
洲
な
り
」
と
あ
る
(
勾
5
)
。

も
う
一
つ
の
文
字
は
「
境
」
で
あ
る
。
天
命
の
こ
ろ
侍
氏
は
五
郷
襖
益
新
郷
侍
家
煩
か
ら
西
郊
郷
侍
家
湾
(
寧
波
西
四
，
一
畑
、
郷
政
府
西
三
，

二
回
)
に
移
住
し
て
い
る
。
こ
の
移
住
元
・
移
住
先
に
共
通
す
る
文
字
が
澄
で
あ
る
。
『
地
名
志
』
は
「
境
は
阜
な
り
。
村
河
に
瀕
し
地

勢
高
隆
き
処
に
建
つ
、
故
に
侍
家
境
と
名
づ
く
」
と
説
明
し
て
い
る
。
移
住
元
の
地
名
に
も
機
社
郷
屠
家
境

(mi)、
間
郊
郷
張
家

境
(
部
16)
、
鄭
西
屡
鮫
郷
前
虞
境
(
苅
l
l
)
が
見
え
る
。
「
壕
」
は
中
洲
で
あ
り
、
「
境
」
は
自
然
堤
防
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
共

通
し
て
河
道
・
河
床
の
変
動
に
よ
っ
て
日
々
生
成
さ
れ
る
特
殊
地
形
で
、
開
発
が
一
定
水
準
ま
で
達
し
た
地
域
で
は
、
こ
う
し
た
新
生

の
不
安
定
な
空
間
こ
そ
移
住
者
を
受
け
入
れ
る
余
白
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

玉、

む
す
び

以
上
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
て
む
す
び
に
か
え
る
。
①
移
住
者
の
出
身
地
で
は
、
宋
元
明
代
に
く
ら
べ
省
外
か
ら
の
遷
入
事

15 
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例
が
著
し
く
減
少
し
た
。
少
な
い
事
例
の
う
ち
福
建
省
の
二
十
例
は
飛
び
ぬ
け
て
多
く
、
こ
れ
は
宋
代
以
来
継
続
し
て
い
る
傾
向
で
あ

る
。
二
番
目
の
安
徽
省
出
身
者
は
新
安
商
人
の
活
動
を
示
す
も
の
で
こ
れ
も
明
代
と
も
共
通
す
る
。
②
寧
波
府
を
除
く
省
内
か
ら
の
移

住
例
四
七
の
七
三
%
は
西
隣
の
紹
興
府
と
南
隣
の
台
州
が
占
め
て
お
り
、
隣
接
地
域
か
ら
の
移
住
に
限
ら
れ
て
い
た
。
③
移
住
事
例
の

半
分
以
上
は
、
移
住
元
と
移
住
先
と
が
同
一
県
内
で
完
結
す
る
移
動
距
離
が
短
い
移
住
で
あ
っ
た
。
④
一
部
県
城
と
そ
の
郊
外
地
区
の
移

住
事
例
の
多
さ
は
、
地
方
都
市
の
な
か
で
も
府
郭
が
移
住
者
誘
引
力
に
お
い
て
他
の
県
城
に
く
ら
べ
て
圧
倒
的
に
強
い
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
⑤
一
鎮
海
県
の
事
例
分
布
は
県
城
周
辺
で
は
な
く
、
南
江
北
岸
の
海
岸
地
区
に
集
中
し
て
お
り
、
清
初
の
海
塘
建
設
に
つ
づ
く
沿

海
部
開
発
の
進
行
と
符
合
し
て
い
る
。
⑥
移
住
の
理
由
に
つ
い
て
は
飢
荒
・
戦
乱
・
火
災
・
遭
難
な
ど
前
代
と
あ
ま
り
変
化
は
な
い
。

移
住
者
の
職
種
も
商
人
・
職
人
・
漁
民
な
ど
と
大
き
な
変
化
は
な
い
。
注
目
す
べ
き
は
、
宋
代
に
は
多
く
の
官
僚
・
士
人
が
寧
波
に
移

申

住
し
た
が
、
清
代
で
は
移
住
事
例
が
全
く
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
寧
波
地
域
が
彼
ら
を
ひ
き
つ
け
る
魅
力
を
失
っ
た
た
め
か
、
時

代
の
変
化
に
由
来
す
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
代
わ
っ
て
新
た
に
登
場
し
た
の
は
、
村
落
外
か
ら
遷
入
し
て
定
住
す
る
短
工
・
長
工
と

呼
ば
れ
る
農
業
労
働
者
で
、
こ
の
こ
と
は
二
十
世
紀
寧
波
平
野
に
お
け
る
地
主
の
直
接
経
営
の
優
越
と
い
う
現
地
調
査
の
調
査
結
果
と

符
合
す
る
。
⑦
既
に
ま
と
ま
っ
た
開
発
余
地
が
減
少
し
た
清
代
寧
波
地
域
で
は
、
河
川
の
周
辺
に
日
々
生
じ
る
特
殊
地
形
や
衰
退
す
る

宗
族
の
放
棄
地
の
よ
う
な
小
さ
な
余
白
を
求
め
、
分
居
と
い
う
形
の
短
距
離
の
移
住
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
以
上
限
ら
れ
た
情
報
か
ら
で

は
あ
る
が
、
清
代
寧
波
沿
海
部
に
お
け
る
移
住
の
状
況
の
素
描
を
試
み
、
若
干
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
た
だ
最
初
に

述
べ
た
よ
う
に
移
住
史
研
究
の
目
的
は
移
住
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、
移
住
者
の
遷
入
に
よ
っ
て
地
域
社
会
の
秩
序
が
ど
の
よ
う
に
再
編

成
さ
れ
た
か
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
本
稿
の
考
察
は
不
十
分
で
あ
り
、
残
さ
れ
た
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
異

な
る
種
類
の
史
料
を
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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注
① 

若
林
敬
子
『
中
国

人
口
超
大
国
の
ゆ
〈
え
』
(
岩
波
新
書
、

一
九
九
四
)
。
斯
波
義
信
『
華
僑
』
(
岩
波
新
書
、
一
九
九
五
)
。

② 

葛
剣
雄
主
編
『
中
国
人
口
史
一

1
六
』
(
復
旦
大
学
出
版
社
、
三

0
0
0
1二
O
O三
)
。
葛
剣
雄
・
曹
樹
基
・
呉
松
弟
『
簡
明
中
国
移
民
簡
史
』
(
福

建
人
民
出
版
社
、
一
九
九
一
ニ
)
。
葛
剣
雄
・
呉
松
弟
編
著
『
中
国
移
民
史

社
会
変
遷
』
(
文
津
出
版
印
行
、

一
t
六
』
(
福
建
人
民
出
版
社
、

一
九
九
七
)
。
呉
松
弟
『
北
方
移
民
与
南
宋

一
九
九
二
て
そ
の
他
に
も
、
手
元
に
あ
る
も
の
だ
け
で
も
以
下
の
専
論
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
牛
建
強
『
明
代
人
口

流
動
与
社
会
変
遷
』
(
河
南
大
学
出
版
社
、
一
九
九
七
)
。
江
立
華
・
孫
洪
涛
(
古
代
巻
)
・
池
子
華
(
近
代
巻
)
・
王
俊
祥
・
王
洪
春
(
現
代
巻
)
『
中
国

流
民
史
』
(
安
徽
人
民
出
版
社
、
二

0
0
二
。
李
衡
盾
主
編
『
移
民
史
論
集
』
(
斉
魯
書
舎
、
一
九
九
八
)
。
黄
有
泉
・
高
勝
思
・
楚
刃
『
洪
洞
大
椀
樹
移
民
』

(
山
西
古
籍
出
版
社
、

③ 

一
九
九
三
)
。
張
青
主
編
『
洪
洞
大
槙
樹
移
民
志
』
(
山
西
古
籍
出
版
社
、
二

O
O
O
)。

斯
波
義
信
「
移
住
と
流
通
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
五
一
-
一
二
九
九
一
一
)
。
同
『
宋
代
江
南
経
済
史
の
研
究
』
(
汲
古
書
院
、
一
九
八
八
)
前
編
五
、
「
局

地
的
事
例
」
、
後
編
「
寧
紹
地
域
の
経
済
状
況
」
。
山
田
賢
『
移
住
民
の
秩
序
』
(
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
)
。
地
域
史
研
究
に
お
け
る
移
住
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
松
本
宣
郎
・
山
田
勝
芳
編
『
移
動
の
地
域
史
』
(
山
川
出
版
社
、
地
域
の
世
界
史
5
、
一
九
九
八
)
が
あ
る
。

④ 

本
田
治
「
宋
代
明
州
沿
海
部
に
お
け
る
開
発
と
移
住
」
(
一
一

O
O七
年
五
月
、
第
五
二
回
国
際
東
方
学
者
会
議
、
於
日
本
教
育
会
館
)
。
「
明
代
寧
波
沿

海
部
に
お
け
る
開
発
と
移
住
」
(
『
立
命
館
文
学
』
六
O
八
号
、
二

O
O八)。

⑤ 

前
掲
斯
波
『
宋
代
江
南
経
済
史
の
研
究
』
。
上
回
信
「
地
域
の
履
歴
漸
江
省
奉
化
県
忠
義
郷
」
(
『
社
会
経
済
史
学
』
四
九
よ
一
)
、
「
村
に
作
用
す

る
磁
力
に
つ
い
て
|
漸
江
省
鄭
県
郵
勇
郷
(
鳳
渓
村
)
の
履
歴
」
上
・
下
(
『
中
国
研
究
月
報
』
四
五
五
、
四
五
六
合
併
号
)
。

⑥ 

『
寧
波
市
地
名
志
(
市
区
部
分
)
』
(
寧
波
市
地
名
委
員
会
編
、

一
九
九
三
)
。
『
鄭
県
志
』
(
鄭
県
志
編
纂
委
員
会
編
、
中
華
書
局
、

一
九
九
五
)
。
『
鎮
海

県
志
』
(
鎮
海
県
志
編
纂
委
員
会
編
、
中
国
大
百
科
全
書
出
版
社
、

一
九
九
四
)
。
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⑦ 

一
九
九
四
)
四
回
一
ニ

1
五
三
一
頁
。

鎮
海
県
志
編
纂
委
員
会
編
『
鎮
海
県
志
』
(
中
園
大
百
科
全
書
出
版
社
、

⑧ 

孟
昭
華
編
著
『
中
国
災
荒
史
記
』
(
中
国
社
会
出
版
社
、

一
九
九
九
)
。

⑨ 

松
田
吉
郎
編
『
寧
波
地
域
の
水
利
開
発
と
環
境
』
(
平
成
一
七
年
度

1
一
一
一
年
度

文
部
科
学
省
研
究
費
補
助
金
(
特
定
領
域
研
究
)
『
東
ア
ジ
ア
の
海

域
交
流
と
日
本
文
化
の
形
成
|
寧
波
を
焦
点
と
す
る
学
際
的
創
生

l
』
報
告
書
、
ニ

O
一
O
年
三
月
)
「
現
地
調
査
の
記
録
」
(
松
田
吉
郎
執
筆
)
参
照
。

9

5
、
。
、

4
1
3
、
5
、
8
E
I
、
8
『

2
、
8
目

4
、

8

5
、

8
・I
、

1
・

2

2

3

 

幻

3
、
制

9
、
川
崎
日
、
白
山
口
、
貯

I
、
貯
，
3
、
的
出
3
1
、

m
e
Z
、
位
自
問
、
臼
8
2
、

m
l
4
、
侃
1
4
、

m
l
I
、

%
1
3
、
mMlI
、
山
間
、
初

2
、

mmaI
、
鈎
8
1
)
。
分
選
H
一一一

(
7
1
4
、
n
l
I
、
お
l
I
、

M
l
l
、
お
1
9
、

n
，8
、
必
1
2
、
必
1
3
、

ω
1
4
、
白
川
1
6
、
町
1
6
、
白
1
9
、

臼
imm
、

M
l
l
、
初
1
2
、
市
川
1
5
、
引
1
2
、
白
1
6
、
間
山
l
I
、
何
1
2
、

ω
1
3
)
。
分
支
H

一
六

(
7
1
2
、
お
1
8
、

mlη

、
必
1
2
、

η
ーI
、

mM1

5
、
問
問
、
鎮
海

8
、
鎮
海
門
M
1
2
、
鎮
海
目
、
鎮
海

n
t
I
、
鎮
海
刊
日
、
鎮
海
お
8
8
、
鎮
海
お
、
鎮
海
却
、
鎮
海
印

l
)
。
分
H

一一一

(
8
1
、

8

2
、

9

4
、
お

6
、
初
日
目
、
臼
iげ
、
間
山
・
初
、
位
・
初
、

η
1
3
、
河
1
2
、
ね
ー
3
、
鎮
海
泊
)
。
分
派
H
三
(
鎮
海

6
、
鎮
海
江
川
)
。
分
徒
H

一

(
m
M
l
)
。
析
居
刊
一

(
m
U
)

『
地
名
志
』
二
六
七
頁
、
福
明
郷
松
下
漕
村
の
項
「
部
姓
子
明
崇
禎
年
間
白
郷
村
郡
家
遷
入
」
。

注
⑥
本
国
論
文
。
黄
寛
重
『
宋
代
的
家
族
与
社
会
』
(
東
大
図
書
公
司
、
三

O
O六
)
。
貌
峰
『
宋
代
遵
徒
官
僚
家
族
研
究
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、

⑩ 

分
居
H
二一五

(
I
，l
、
1
8
4
、
7
1
7
、
9
1
1
、
9
e
Z
、
9
2
3
、

⑬ ⑫ 

二
O
O九
)
参
照
。

(
本
学
文
学
部
教
授
)
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表1、清代寧波沿海部(市区・鄭県区)における遷住

番号 姓移住時 出身地 移住地 始祖 再移住 備考 郵県 寧波市
期 志賀 地名志

1-1 
了清同治 本県大

雲測郷毛爽嬰 丁通遠
別有分居樟

276 
氏年間 容 渓T家者。

慈城鎮竹山湾村、
西北14.2km、から

村在清道観山東
清道光

鎮海県
の距離、以下同

丁姓10多戸、清道光威 南山湾中、湾内竹
1-2 丁成豊年

穿山鎮
じ)、東南

豊年間、鎮海穿山遷来。 林茂密故名竹山
134 

氏問 1. 5km (郷鎮政府 湾。
からの陥除、以下
同じ)

1→3 丁情初 期村
福明郷戚艦橋村、 始居了越陸禁虞五姓、 |村所頭建有、村橋以、橋為戚得氏

264 
氏 東5.1k臥北1.lkm 均子清初自都村遷来ロ

名

1-4 丁清初 段塘鎮
l東東郊南約郷3下km茅、塘東材南、文有丁姓明時自上虞遷

255 
氏

O.6km 
至段塘a清初分居子此。

2 司 慈渓北
義市鎮司家村、西

清末従慈渓北司家選比

氏
滑末

弓家
北10.4km、西南

定居固
177 

1. 5km 

3 干
半浦郷土新屋村、

又有居戸干姓、民国初
民国初 上虞県 酉北12.8km、南 230 
氏

2.3km 
自上虞遷此。

4 干し 清
鄭県韓
韓嶺郷陳爽密 孔光昭 280 

氏 嶺

奉化市
后鄭芦等姓、

村西南原有王姓
酉郊郷主家橋村、 遷在故庄附

5-1 
F 滑乾隆 大堰犠

西南2.6km、南
予姓子滑乾隆間従后阪

近定居、晃展
大攻、建有攻庄井

98 
氏年間 后阪田

2.7km 
田F家遷入e

成村、村以橋
建橋座名王家

安家
得名。

橋B

民国時又有其他

F 清乾隆 本県后
寧波西南2.8加、 清乾隆年間予姓従后高 姓氏陸続従黄岩

5-2 段塘鎮北1.8km、 車遷比塘穿定居、遂名 奉化等地遷入。旧 86 
氏年間 高草

F家塘村 F家塘。 有f可塘、為寧波南
門十八塘之一。

5-3 予清中期 ワ

段鞍北塘12鎮鵡4回F動家、東村南型、西
氏主姓子予清、中以期姓遷氏此得定名居、タ。 86 

氏

6-1 
方清道光 除挑丈 清道光時又有方姓自除

228 
氏年間 亭方家

1.5km 
挑士亭方家遷来。

6-2 1: 清初 慈渓県 城内花池巷
懐清宅如初遠J、号村慈将梅有渓軍荷庵方王。花氏士池選俊故比名建偉。

60 

7-1 氏主I滑年康照2泊画貢車頭山 郵城紫穣街 278 

7-2 
主清康黒 郷内前 |義北市10鎮.5lu田n洋、西村、西 該村約在清康照初従前 l阪並因建之村中在、故広名澗回回 176 
氏初 王

1. lkm 
王分支遷来。

7-3 
王清康照 西郊郷后主村、西 王姓子清康照間従都西

郵陳遷県此(売一n面橋)陳家下 95 
氏年間 3.3km、酉2.3km 売麺橋前玉村遷此。

玉氏子清康照年間従寧
村塊在状河、図湾村西座北呈

主清康照 寧波西
西郊郷老湾村、西 波西郊后王分遷歪

落在
7-4 
氏年間 郊后王

北2.8km、西北 此0・・目玉姓世居、原有
河湾較大轡曲処 93 

1. 3km 前后両村、80年代居村
而得名。

庄発展、現巳連成片。

7-5 
王清乾隆2鎮海玉

郵城英烈街 主上尊 279 
氏年

認検高議路問鉱頭京
7-6 
王清乾隆 寧西主波2家北7村k6mk、m庄、庄橋橋鎮 世居王姓、自故洪名塘。清鎮乾高隆路 187 
氏間 |頭問其主先家祖遷来

7-7 
主清嘉慶

寧鋒郷島里 主成元 278 
氏年間

横
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王 清嘉慶ヮ
寧波東北9km、郷

始居王姓、f青嘉慶年間
7-8 駐地東5km、北郊 207 
氏 年間

郷揺鼓塙門村
来此a

主清道光7郷内銭
半浦郷太平橋村、 村民多庄主両姓ー・王

7-9 
氏年 家

西北15.8畑、北 姓清道光七年自郷内銭 226 
2.4km 家選此c

王清道光
都県横 東郊郷王家堂村、 主姓玉、干清道光時自

7-10 
氏年間 1:鎮鳳

東南3.2km、東南 鄭巳在県鳳城畠市遷此・・・現村 255 

1. 4km 街区立中

王清初
費市鎮王家村、北

主姓玉、以姓氏命名、村
7-11 ? 11. lkm，西北

建子滑初回
195 

氏
1.7km 

17-12 王 1青初
氏

? 福3明k郷m、樽，t家l村、東
5. 3km. :lr.l. 5km 

清初侍姓主姓遷入。 264 

7-13 王 楕
氏

集仕港鎮麟掻玉 王勝地 278 

7-14 王 楕 河司東頭新 城内采蓮橋
王承烈、字殿賓、号信

278 
氏

7-15 王 清
氏

鎖北 域内広済橋 玉順、宇昌后。 278 

民国時改名王家巷、俗

7←16 王 清 。 域内主家培門
呼王家弄、始居王姓、故

59 
氏 名、玉氏先祖子情時来

遷、今尚有其後商居此s

7-17 王 清
氏

ワ (居)宝櫨 王正甫 279 

7-18 王 清
氏

? (居)華山王家 王氏(名失伝) 279 

東郊郷王家車頭
村始居王姓、村芳有権

7-19 王 清 。 村、東2.3km、地北
瓶農回之水車、故名ロ主

254 
氏

O.6km 
姓建村巴6代、今僅剰2
戸。

王滑り 鎮海柴
東郊郷玉置話村、東 始居王姓、建材約300

現村巳在城市街
7-20 南2.3km、西南 年、王姓有三玉、ー支来 251 
氏 橋

2.2km 自鎮海柴橋。
区立中。

王清。
東郊郷王隆村、東 年始居、王王姓姓有、建主村主約、300 

現村己在城市街
7-21 
氏

者城区 南2.3km、西南
|支区戸'.5ー代支ぬ来白老城

区之中ロ
257 

2.2km 

東郊郷王険村、東
始居主姓、建村約300

王滑っ 年、王姓有三支、ー 現村巳在城市街
7-22 奉化 南2.3km、郷駐地

王・田・ー支・・・ー支来自 区之中。
257 

氏
西南2.2km

奉化、巳7代。

7-23 
王民国34

柴橋鎮
半西浦北郷15黒km白、酋屋北村、 31]有居戸王姓、民国34

226 
氏年

1. 3km 
年自柴橋遷比。

王 1949年。
福明郷楊木穣村、 村村有中楊住木戸襖多羅、以曲襖玉得三名。

1-24 東北6.4km，北 261 
氏前後

3.9km 后姓遷・入王内姓子1949年前

半補郷
以始居鯵姓得名、

7-25 ま山年 石仏亭
半浦郷縁家村、西 1951年又有王姓白期村 据イ云鯵姓干清乾

226 
陣家村
北15km，北1.5叩 石仏亭陳家遷入。 陸間自除挑三七

市移居来此ロ

1-26 ~1195昨 安徽 半西浦北郷14塘5路km下、西判南、1959年又有王姓自安徽 228 
2.3km 

来比定居。

8-1 
包清順治 部都伺郷県宵后 西郊郷中包村、西 包姓子清順治問従后包 村建子前包后包

92 
氏問 6.5km、西4.3km 分此。 之中、故名 E

8-2 
包清順治 都部伺県郷西后 酋郊郷前包村、西 包姓子1青順治問従后包 村建子中包后包

92 
氏問 5.6km、西4.4km 分此。 之南、故名ー

8-3 
包清道光 本市江 福明郷下張村、東 清道光問、又有包氏自

260 
氏年間 東包家 北5.3k岡、ヰヒ3.4km本市江東包家遷来。
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原為史家貌家両

東郊郷賢良巷史 史姓干清康照年間従郵
村、均以姓氏得

9-1 
史滑康照 鄭県下

家南0、東.肱南m1 8km、東 県下水遷至江東賢良巷
名回現問村巳連成

260 氏関 7主
史家、后分居子此。

一片。 1992年経匡

政史貌府批家准。命名為

世居史姓而得名・・史

東郊郷 福明郷后史家村、
姓先祖子南宋末年従河

9-2 
史清康照

賢良港 東北3.5km、西北
南洛陽遷至都県以后又

262 氏関
史家 3.2km 

移居室寧波江東賢良巷
史家、清康無関分居干
此。

世居史姓而得名・・史

東郊郷 福明郷前史家村、
姓先祖子南宋末年従河

史清康照 南洛陽遷至都県下水、
9-3 
氏問

賢良襟 東北3.6km、西北
后移居撃波市江東賢良

262 
史家 3.1km 

巷史家、清康照間分居

干比。

東郊郷
明清時称金家橋、

9-4 史 滑 賢良港
東郊郷憾駕橋村、 史姓自賢良港史家分 以始居金姓得名。

254 
氏

史家
東2.2km、北O.8km比、亦7代。 后徐史惇陳諸姓

衆居

史清ワ
東郊郷

福明郷史説家村、
史姓干滑康照年間従郵

9-5 賢良巷 県下水遷至江東賢良巷 260 
氏

史家
東5.1km

史家、后分居子此。

其荷有分居

10 平 清
奉化県

郵様社郷平村 平金
鄭江橋・大夫

280 
氏 平爽塞 橋及福建厘

門者。

11-1 清 慈渓 梅園郷沿山塗家 漫士顕 281 

11-2 漫 滑 萎山 菱山区下塘 遺太禎
|入其始萎祖山、自遷慈入渓時遷代

281 
氏

無考

洪家塘村鎮、ヰ双爽皐李 始唐辛姓、村処子両山

12 
任情宋民 。 ヒ偏西

審問、故名a任姓干清末 160 
氏初 12.3km、洪北

民初時選入e
2.8km 

秀水橋江氏亦属

比派白其先江少

虞、徽州人、宋宣

江滑康照
和主年由京職宣

13 
氏 20年

鎮海 城内和義門内 江高 教郎出任定令、遂 282 
家子此、清光緒進

士刑部主事知江
西永新県江仁征

為其后。

来姓遷此后

朱姓子清康照間従鄭県
興旺、建有馬

14-1 
朱滑康照 都県璃 西郊郷朱家漕、西

親欄橋遷此、村前有一
房及馬河埠

96 
氏問 繍楠 3畑、西南2.2km

前糟、故名。
頭、太平王国

時焚致。后朱
姓外選。

朱滑乾隆
西郊郷仲家橋村、

朱姓子乾隆問従郵県布
14-2 
氏問

|雲頭朱
西南3.7km、西南

政郷泥橋顕朱家遷入。
98 

3.2km 

14-3 朱滑末 主主市鎮 |袈西市北鎮8后7k朱m、界南村、
清発朱末展界従成、故村朱名昇、后因分建朱居村界至后m 此子、 178 

氏 朱界
1. 4km 

朱 1949年 福明郷 福明郷在家村、東
因始居託姓而得名 陳

14-4 
氏 前陳村 5.2km、，tl.8km 

来両姓子1949年白剤村 264 
前陳朱家遷此ロ
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14-5 :11950 邸郷山東大呉酒 福明郷上江村、東 朱姓干1950年自郵東大 263 
6.9km、東北2.6km極山遷入。

15 
成
清末

庄橋鎮 費市鎮成家村、北 清末、由庄橋成家分居 1981年地名普査
198 

氏 成家 7.8km、費市南2km子此、村以姓氏得名。 時、誤為盛家。

16-1 何 清 福建
北大路西巷{町家

何徳 域其育内今散居 287 
氏 弄

何清。
郵県傑 東郊郷白鶴橋村、

五住郎何両姓、何姓自 現村巳在城市街
16-2 社郷車 東南2.7km、西南 257 
氏

何村 1.6km 
郵県車何遷来、己7代。 区立中。

17 
余 I青乾隆 雨田盟県甫鎮

城内天街街潜 会又顕 287 
氏問

f工州

福建→
因励姓衆居得名、励氏

18-1 励 清 郵県機
東郊郷励家村、東 先祖自福建遷鄭県機干上

254 
氏

社郷
北2.9km、北1.4km 郷、后遷此定居、至今巴

6代。

励 清 居域内鑑橋頭
励本為腐氏、清初

18-2 
氏

。 励君平
改府為励

286 

19-1 氏呉 j閣青康照 梅呉嶺家郷山 麗水郷横山后。 呉貞案 286 

村四面環河、故名句住戸

呉 1青康照 。 福明郷河圏村、東
以郁夏呉三姓居多。郁

19-2 姓自康照間従都県菱山 261 
氏以后 北6.2km、北3.3km

郁家遷来。随后夏呉二

姓亦接腫進比定居。

呉清乾隆
古林鎮 酉郊郷呉家塘村、 呉姓世居、子情乾隆年

建有祖堂、因村中
19-3 呉襲戴 酉1.7km、郷南 間自郵県黄古林呉襲戴 96 
氏問

家村 1. 7km 家村遷此。
有水塘而得名c

19-4 
呉 f青乾隆

段塘鎮
西西郊南郷3.f7lγkm琴、、明西刊南、呉姓高清乾隆間従段塘

98 
氏問

3.5km 
選入園

原系銭姓世居、銭姓明 郵県通志輿地志、

呉清嘉慶 黄巌県
西郊郷銭家辺村、 末清初、従江東潜龍漕 今只一戸、而呉姓

19-5 
氏問 下梁

西北2.3km、西北 遷此。今只戸、而呉姓 為主、呉姓干f青嘉 94 
O.8km 

為従黄主、巌呉下姓梁子遷清入嘉a慶問、 慶問、従黄巌下梁
濯入。

宋清嘉慶
鎮海技

扶塘鎮前潜村、西
今有村氏以潜宋両姓為

20-1 
氏関

渓郷宋
北7.7km、南2.9km

主一宋姓子清嘉慶問自 168 
家 鎮海技渓郷宋家遷来。

20-2 
宋 i青光緒 除挑陸 半西補北郷14宋4家km湾、西村南、村始居宋姓・宋氏先 光緒慈渓県志称

227 
氏以前 埠

1. 7km 
世自除銚陵埠遷来。 宋家湾。

20-3 宋清光緒 。 半西浦北郷14塘5路km下、西村南、居宋戸氏有先宋世越干等清姓光。緒据間伝遷
228 

氏年間
2.3km 此

卑 1青嘉慶
乍浦郷写家村、商 以主姓命名、卑氏約干

21 
氏年間

慈北 北16.8km、東 1青乾隆年間従慈北遷 218 
1. 2k四 此。

除銚

応 1青嘉慶
(現慈
家半村浦郷、西乍北山郷応 据伝、応姓先世子清嘉

情光緒問、又
22-1 
氏 19年

渓)県 慶十九年自1許山応家遷 分遷慈城山 255 
I許山鎮 13.9km、東O.4km 来。 西応家。
応家

22-2 
応清嘉慶 鄭県下

菱山鎮定橋后横 応会仁・会勇兄弟 288 
氏年間 応鎮

22-3 
応清嘉慶 樟水鉱

大鮫郷細嶺 応時孝 288 
氏中 宜岩

22-4 応 f青
鄭県下

茅山郷斗山橋東 応氏(名字失伝) 288 
氏 応鎮

鎮海小

李清嘉慶
港鎮事 西郊郷小竺家塘

23-1 
氏年間

草分選 村、西3.2k町、西南 情嘉慶間遷此。 97 
到南門 2.8km 
安江橋。
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23-2 
李 1青道光

西門外 成祥鎮 李栄東 285 
氏年間

村民主姓干事帯、以始

23-3 
辛清道光 。 洪塘鎮子家村、西 居干姓得名、子姓来歴 与宅前張楼下李

158 
氏年間 北8.8km、南1.lkm 無考、事播両姓子清道 李姓同宗。

光問卜宅子此a

李清光緒7舟山金 妙山郷李家村、西
原称上芸家、光緒七年

23-4 
氏年 塘島 jt21km、jt3.1km

金塘事姓来此入費、后 148 
裳姓絶嗣、以事姓名村。

23-5 李 1青初
街江永

杖錫郷李家坑 李襲存 285 
氏 康県

対ナ玄 清初 其五世商遷
拠其族人伝説、比

23-6 ? 茅山郷東山頭 李国隆
慈渓。

族与茅山廟前事 285 
氏

氏問宗。

23-7 
オ'i'一z清 県西仲

都城廠f主街 李成禄、字兼才ロ 285 
氏 夏?

事 清
本県陳

23-8 婆渡郷 段塘鎮 李文玉 285 
氏

銅盆浦

23-9 李清つ 。 福明郷宰家村、北 村始唐李姓、因名。至今
261 

氏 6.1km、jt3.6km 巳有12代。

半補郷E家村、西 据伝、応姓先世子清嘉
23-李民国15 慶十九年自1許山応家遷
10 氏年

黄巌県 北13.9km、東
来、別有居戸辛姓、民国 255 

O.4km 
15年自黄巌遷此。

23 李 1949年 黄巌 福明郷后陳村、東
1949年後、又有王楊李

11 氏 県。 5.2km、jtO.8km 三姓従黄巌等地遷入国 264 

23 辛 1949年ヮ
福明郷明楼村、東

李謝干1949年前后遷
北3.8km、西北 262 

12 氏前后
2.4km 

入。

24-1 r王 7青初 ワ 大嵩郷 証言幸愈
有分遷安世 為唐越国公之

288 
氏 救県者。 后。

r王 j青ワ 台州臨 福明郷1王家村、東 姓困10始自t居【臨海在遷姓市得名、在24-2 
氏 海県 5.2k問、jt1.8km 

此、至今己 264 

乍浦郷乍山郷東
以主姓命名、為与

25-1 
沈清道光 慈渓沈

沈家村、西北
沈氏約在清道光年間自 位干郷南的沈家

218 I 
氏年間 師橋

16.9km、東1.lkm 
慈渓沈師橋遷居干比一 閣名、1981年更名

為東沈家。

何甫郷乍山郷南 以主姓命名、為与

25-2 
沈 1青道光 慈渓沈 沈家村、西北 沈氏祖上約干j青道光年 位干郷東之沈家

222 
氏年間 師橋 16.5km、楊家橋東 問自慈渓沈師橋遷此。 同名、1981年更名

1.9km 為南沈家。

沈 1青戚豊8 三北沈
半浦郷后孫村、西

清成豊八年又有沈姓自
25-3 
氏年 師橋

北13.4km、東北
三北沈師橋道来。

225 
O.9km 

沈清成豊 三北沈
半浦掛孫家漕村、 村民主姓孫 別有村

25-4 
氏年間 師橋

西北13.2km、東北 民沈姓、j青威畳間自三 225 
O.9km 北沈師橋遷比。

北沈
家、三北

表iTi鎮山下沈村、 1青初三北沈家沈氏来比
沈千青初 指除挑

25-5 
jt.慈渓

西北11.9km，jヒ偏 落戸、発展成村、村在虚 175 
氏

西2.3km 家山下。
jt.鎮海
北。

沈 Y青
妙山郷 妙山郷智ニ}芳村、 住戸沈姓、約150年前由

25-6 坊沿沈 西北18.1km、西 坊沿沈姓分此、以房名 147 
氏

姓 1.2km 作村名d

妙山郷北山下村、
25-7 沈。

姓、西北
西北19.1km、東北 沈姓主居、由坊沿遷来。 149 

氏 18.8km、
2.5km 

|妙jt山1橋5km 
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妙山郷 妙山郷上宅村、西 英中五一湖箇分村
25-8 
沈 滑り 坊沿沈 北18.5km、東北

始祖在坊沿沈家、己十 支在
151 

氏
家 11叩 七代ロ 本委f会北山下

2附年 奉化山 妙山郷西謝家、 現住沈姓、1935年由奉25-9 
区
西北20.2km、西

化山区。
150 

2.3km 

25 沈 1949年 福明郷 l福東北明郷3.6辞kn家k橋西村北、沈氏子1949年従本郷沈 262 
10 氏 沈家村

2.4km 
家遷入。

26 貝氏I年I青嘉間慶 鎮海穿 鄭成祥鎮 貝高年 279 
山

竺陳簡、為董村始

27-1 
竺精道光 奉化董

郵城白衣寺眼
解元、歴署貴州費安華 祖竺餓之后、光緒

296 
氏 19年 キT 節知県竺陳簡。 進士翰林院検討

廿麟祥為其后.

有嘉慶会魁金華

27-2 性一清 悲イι 城内海曙区霊橋 竺恒輝 教授竺之侃、道光
296 

氏 君子営 進竺士鑑分発為福建知
県 其后。

周清康照
齢挑(現
西西郊北4郷后2km玉、橋北村、 周姓世居、清康照間従

28-1 
氏問 鵠家慈渓百)1許 慈渓i許山遷此。 90 

2.7km 

28-2 周氏 1関青康隈

時西西郊北郷論15周7輯家km辺、西村新北、
同車聾名購腕島鴨姓鵬肩占M』需車桝m醐拡院予散先

93 

28-3 
周 f青康照 ワ 226 
氏関

1. 9km 

28-4 
用情乾隆3

慈城
半北浦13郷km周、西家南村、西

1開H側一世青朱新干乾隆情-庄j乾年周隆家世間遷三従居都年此周内県姓布」子政

229 
氏年

2.1km 

28-5 
周清乾隆

l鄭政庄郷県周布新草
西西郊南郷2遁9k水m、橋西村南、

97 
氏年間

2.7km 

28-6 周氏I嘉間慶年 。 石襖鎮雅渡村 周際文 296 

28-7 
周清光緒 除挑三 半西浦北郷12渡9頭km街、南村、 選村清民光来納緒主姓問鄭自周絵挑周三姓七子市 230 
氏問 七市

2.9km 

年此派(1奉02宋4)天進聖士二累

28-8 周清初 慈渓 月湖月島 周升、字上進。
官至太常博士通

296 
氏 判傍州周爽、字子

相除一、号発卿為始

声l情初
王室市鎮廟前周家 清初周姓従慈城分遷来 前黄郡廟万暦ー

28-9 慈城 村、西北9.5km、西 比、困村后有座前黄郡 十三渓年県重志修(光緒 177 
氏

南1.3km 廟、故名廟前周家。 慈渓県 )。

28 周滑初 慈渓
妙西北山郷16神8樹km、下東村南、村民以周姓為主、j青初

153 
10 氏

1. 4km 
従慈減遷来。

周姓県集通居志、故名.氏据王民代国

28 周清初 東郊郷周家村、東
郵載、劉 有分居大堰

258 台州 時避郭成之難更姓周、 頭双橋者、建
11 氏 南3.9km、南2.2km

清安初其祖悶尋父自台州 村300余年。

村西南有漕、旧為

都県播 福明郷周酒糟村、 周姓干清初自鄭県潜火
周姓所有、漕之利

28 周清初 火郷凧 東5km、史貌家北 凧橋分居子此。至今巳
用整治一応事務、

264 
12 氏

情 1.3km 12代。
悉由周姓掌管、故

周1四漕司漕内、演化為周

情末廟前周家有両兄

韮市鎮 護市鎮周家橋頭
弟、因上代以理髪為業、

28 周清末 被族長超出村、兄三造弟了伺一
13 

廟前周 村、西北9.9km、西
建村后在河西岸氏 家 南L4km 
座周家橋、故亦名周家
橋頭。
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其喬孫分居

28 周 清 茅山郷 周時明、又名三元、字文
議山雅林渓、

14 氏 虎噺周
鍾公廟郷施家塘

華、
延番喜及本 296 

!樟県擦村斜内(押)、

周邦相、邦輔兄弟、自安
其商分居城

28 周 清 安徽欽
海曙鎮府前 徽欽県来、居海曙鎮府

内門、西門

15 氏 県 外、霊橋門、
296 

前回
江東等処ロ

28 周 清 北郊郷周家村、東
以有周姓世居得名、又

16 氏
荘橋鎮
北6.5km、東北2km

称竹笛塘周家、周氏先 204 
世清時自庄橋適此。

洪塘鎮 洪塘鎮新屋周家 居戸周姓、系者屋周家
拠伝情時有分支

28 周清 者屋周 村、西北10.5k冊、 之分支、清時遷此、故称
遷至慈江茅洲隅

17 氏 !家西建。村称新屋周
162 

家 北偏西lkm 新屋周家.

28-周 1青 慈城周
半浦郷周家庄村、 村世居周姓、以姓氏得

18 氏 家
西北14.6km、西 名、周氏先世清時自慈 227 
O.4km 城周家分此。

28 周滑。
江東区 東郊郷后章家橋 居董周王ー姓、周姓自

19 
東郊郷 村、東南3.2k冊、東 江東潜龍漕遷比、巳5 256 

氏
潜龍漕 南1.2km 代。

28-周 f青。 慈城鎮
慈城鎮小周家村、

系大周家分居来此、繁 1864年綾子兵火

20 氏 犬周家
西北13km、南

有f成村、称小周家。 后重建e
136 

2.9km 

林清康照
新西郊芝郷路后与馬新高(位路子

林姓世属品主、子1青康
29-1 
氏間

福建 交叉之西、系自然 照問自福建遷入回 99 

村，[、、医高}塘場建住宅

29-2 
林清乾隆

福建
西郊郷林家辺村 林姓千滑乾隆間従福建

処世新居河故塘得名辺B、林商姓面

94 
氏関 西2.5km、西1.2km 遷此ロ |城緊集区鉄相連路"、現巳和

始居林休両姓、故名。拠
后休姓外遷。

林清乾隆
庄橘鎮林休村北 伝、明崇禎問来寧波経 林姓子孫繁 光緒慈渓鰐志称

29-3 
氏年間

洪塘鎮 6.5km、庄橋西 営木材致富、乃摘宮建
街、乃以林休 林体。 186 

2.6km 造太夫第干此。林姓干
両姓名村。

情乾隆問自洪塘遷此一

29-4 
林 1青問f官 。 半西浦北郷14k界m祉、西橋南村、 村民主姓林、1青同治問

227 
氏関

1. 7km 
移居子此.

都県望 酉郊郷園f量陸家 現居林姓、子1青光緒間 |陸姓世江居河、、村皇四周

29-5 
林滑光緒

春郷下 村、西北3.9回、西 従郵県望春郷下林遷
環緯 円

91 
氏年間

林 iヒ2.4km 此巴 |形方、言図即以酬定也名内、t皇、

林清末
郵県望
西北4郊郷3km后、孫西村北、西 林姓干清末従都西望春

29-6 
|ま郷下

91 
氏

3.9krn 
郷下林選入。

林清末民 寧波冷
寧波西4.1km、西

林姓子滑末民初自寧波
后全部外遷、

29-7 
氏初 静街

3k問、西郊郷橋弄
冷静街遺入。

現為雑性集 92 

中十 居。
以始居林姓得名、

福建→
東郊郷氷廠眼林

始居林地得名、原名林 林姓宋時自福建

29-8 林 清
江東区
家村、東北2.5km、

家林姓自福連遷周宿 遷比、周宿渡宋称
254 

氏 東郊郷 渡、后又分選至此、己8 周蘇渡、后譜音改
周宿渡
itJ.5km 

代。 舟(2宿5渡7百周)宿渡。

30 珂 I青?
鄭県丘日 村東郊、東郷南郎2家km橋、西頭南 居戸席姓、都県郎隆鎮 現村己在城市街

257 
氏 院鎮

1.6km 
選来、巴7代。 区之中a

福明郷
部家村、
福明郷市P!桂村、東

召lli青康照 東 郁姓子清康照問白剤村
31-1 
氏年間 7.4km、

南6.7km、東南
郡家分居子比ロ

267 

東北
1.7km 

2.6km 
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福明郷
郁家村、
東

部姓子清光緒問自郷内
31-2 
部滑光緒 7.4krn、福明郷田庄村、東
氏問 東北 7. 11畑、東2krn

部家遷室梅櫨鎮牒園后 266 

2.6km→ 
又遷居該村、巳6代。

梅境鎮
牒園

福明郷
松下糟
福明郷烏江漕村、 村中以主Es鶏三姓居

村成有蔭漕、水、漕頭柳樹

31-3 
部 I青宣統 村、東

東南5.8km、南 多、滑宣統年間先后従
成蔭、 面亦因之

氏年間 6k皿、史 陰黒、l日為烏蓬船 267 

貌家南
O.9km 松下漕分居子此。 停泊避風之地、故

lkm 名烏江糟。

31-4 部滑初
鄭県郎 段南靖4鎮lk堰m、頭東村北、西 今居郁姓、滑初自郵県

氏 隆鎮
O.5km 

郎降遷此。 86 

部 j青。 福明郷王家園、東
拠伝宋末后商在此建造

今村民主姓部、旧

31-5 隣村 花園、称王家園、村以
系王姓需工、300

氏 7.4km、東2.4km
園名。 年前従剤村郁家

265 

遷此。

31-6 部清。 隣村
福明郷主公潜、東 村内有漕、旧帰王氏所 今村中多郁姓、旧

氏 7.1km，車工 lkm 有、故名。
系王氏雇農。建村 265 
己有45C年ロ

32 |郵市韓岬嶺引 成祥鎮
金廷慶、析韓嶺白雲派、
遷居 294 

骨清康照
大溝愈 福明郷楊木襖村、

村村姓大漕有、中骨楊住骨姓遷木戸干旗多来清。羅、康以命前照玉待問三名自目33-1 家(梅 東北6.4km、北
氏問

塩鎮) 3.9km 
261 

33-2 
最滑康照 郵県塩 福現郷老廟村、寧 村康集照居両社姓、命氏子清

氏問 場面家 波北臥m、北3.2km
問自鄭県新塩場面詰 261 

家遷此。

骨清乾嘩 都県塩
福明郷清水漕村、 村民多両社単両姓、愈姓

33-3 東北5.8回、北 干清乾峰間自郵県塩場
氏問 場面家

2.6km 曲家遷来。
261 

33-4 百社 1青初
氏

大詰 東呉小白 両社維撮 298 

33-5 骨 i青前期 福建 段南塘4鎮5km命、家西村北、西 命氏干清前期自福建来 世居命姓得名
氏

O.5km 
此。 86 

村始居祝姓、故名.据

前民国16 聾城北
半浦郷祝家村、西 伝、清乾隆十八年祝姓

33-6 北13.8km、慈城南 先世白山西太原遷此自。，氏年 ~I命家
3.6km 民国16年又有倫姓慈

225 

城北門骨家遷来。
明時居越姓称組家。単

34-1 
単 清光緒

奉化
福明郷単家村、東

明紀三姓為趨姓雇農、

氏 間 北5.7km， ，t2. 9km 
后趨姓衰落、単姓輿旺、 261 

改緒名r，l単自家奉イ、単姓干清光
間 ヒ遷来。

単 滑光緒
福単家明村郷
福明郷清水槽村、 村民多骨単両姓、骨

34-2 東北5.8km、北 姓 単姓自郷村単家
氏 間

2.6叩 選来。
261 

35 
菱 清康照 。 (居)郵東萎家木

葺尚儀
其江衛東有鋳遷坊巷居

氏 間 漕。 及南門外半
299 

街。

36-1 挑清
雲龍郷
華山鎮后百土堰

其子姓有遷

氏 銚家浦
挑嘉言同弟嘉瑞 麗蓋者水図郷問何 299 

36-2 挑 清 |雲銚龍家郷浦 麗水郷横山后 挑徳尊
氏 299 

L一一
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挑 清
挑毅、号自虞、自徽州服

為唐梁国公崇之36-3 徽州 域内月湖橋畔 賀来郵、遂家干城 299 
氏

内
后

f青景寧県学教諭

37-1 
施清康照

鄭西 城内和義門内
書儒控例措修職佐郎施 施英構、知広東河

298 氏問 光顕、字輝章。 源県施;念祖皆其
后。

施清康照 下庄施
西郊郷后施家村、

清康隈間施姓従下庄施
該村与辛家境施

37-2 
氏問 家

西3.2km、西南
家選来。

姓同宗、建村在 95 
2.3km 后、遂名后施家。

施清康照 下庄施
西郊郷李家境村、 清乾隆初李姓外遷、現

37-3 
氏間 家

西3.3km、西南 居施姓、清乾隆年間従 96 
2.5km 下庄施家遷入。

静姓世居・・・本世紀印

38 
柿清道光

奉化県
西郊郷酵家塘村、 年代先後外遷、現居柄

97 氏年間 西2.1km、南2.1km姓系道光年間従奉化遷
入園

洪清康照
洪塘(主主

西郊郷廟洪家村、 洪姓子清康照間従洪塘 洪姓建村子白龍
39-1 渓り)洪 92 氏間

家道頭
西6.1krn、西5km 洪家道頭遷此。 王廟穿而得名。

39-2 
洪清乾量 。 西乍浦北郷16郷3秩km、陳村、 据考洪陳間遷両姓此祖定上子清 221 氏関

2.1km 
乾量年 居.

洪清宣統210
半f甫郷東江沿村、

村民主姓橋洪、洪姓干
39-3 西北13.5km、東北 225 氏年

1.3km 
滑宣統二年遷来.

洪氏兄弟為唐進
湖西虹橋南、 士諌議大夫洪経

洪清初 安徽歎
洪高遂、宇彦成、因承緋 祝都橋、烏合 論、字汝仁之后包

39-4 
県

域内甘渓 嵯務与其凡洪亮達白安 橋、城西楊家 清周治進士礼部 298 
氏 徽歓県来。 橋、均属此 主事洪応祥、光緒

派。 翰林洪嘉滋為其
后。

洪清初
義市鎮洪家大典 清初、洪某在此安家建

39-5 ワ 村、寧波西北 村、村名洪家。后因洪家 177 
氏 9.9回、西南1km 興旺発達。

39-6 洪滑末 洪塘鎮
義波西市鎮北洪8.7界k村m、南寧 滑末洪姓従洪塘鎮遷

178 氏
1. 6km 

来、因名洪昇。

民国16年

祝清乾隆 山西太
半浦郷祝家村、西 村始居祝姓、故~.摺 (1927)又有

40 
氏 18年 原

北13.8km、慈城南 伝、滑乾隆十八年祝姓 最姓白書城 225 
3.6km 先世白山西太原遷此。 北河命家遷

来ロ

別名水渠阪胡軍、
古名水磯阪ロ拠光
緒慈渓賂志載、

住戸以胡姓為主.)1.拠 「徳門郷戊渓里、

胡清康照
費市鎮胡家村、寧 胡氏宗澗碑記 I吾慈東 上田園東南、距城

40-1 
氏関

慈渓県 波北10.6km、西北 水阪胡氏・ 康照年間 二十里、水磯 195 
1.2km 有読君甫者始遷干議 阪J.)1.拠胡氏宗

地J。 洞碑記「吾慈東

水阪胡氏、相伝系
出自宋大儒安定
先生(胡瑳)Jロ

胡清乾隆
寧波市

村西郊、西郷南三2層4楼下
40-2 
氏問

白衣寺 km、南 乾隆年間再遷来比L 98 
穿 2.8km 

胡民国23
半浦郷廟后陳村、 村氏主姓陳、清康照十

40-3 
氏年

齢銚 西北13.2km、東南 八年遷比。又有胡姓、民 228 
0.6km 国23年自飴挑遷来。

41 
茅清成豊 郵県茅 慈城鎮山前村、西 始居茅姓、清威畳間従 付山在脚井)故製名山山前前(南

134 
氏間 山鎮 北13.9km、東2km 郵県茅山遷来ロ 村。
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荘
半滞郷太平橋村、 村民多庄王両姓、庄姓

清道光 鎮海県
42 庄
14年 庄市

西北15.8km、北 清道光十四年従鎮海庄 226 

氏
2.4km 市遷此。

村四面環河、故名。住戸

43 
郁 1青康県 郵県葺 福明郷河圏村、東 以郁夏呉三姓居多。菱郁山 261 
氏関 山郁家 北6.2km、北3.3km姓自康照間従鄭県

郁家遷来。

郎 情 江北区
東郊郷自慢橋村、

主住郎何両姓、郎姓自 現村巳在城市街
44 東南2.7km、西南 257 
氏 庄橋

1.6km 
江北庄橋遷此、巳6代。 区之中巴

イ見清康照 。
西郊郷進士塘門 建有進士第、故

45 村、西北4.8km、西 悦姓干清康照開遷此。 名、今侃姓外遷、 92 
氏問

it3.4km 只剰戸。

清初、有唐姓北漁 以后辺種田、

46-1 唐 1青初 慈渓県 護市鎮唐家村、西 民、在江上捕魚時翻船 辺捕魚、発展
178 

氏 三北鎮 北8.9km、南2.1km破産、為打揚抗船就搭 成村、村以姓
建草房在此落脚。 名。

北郊郷
曹姓干清時自西管郷外

唐 滑 北郊郷東潜村、東 曹分遷来此ロ又有居戸46-2 阪里塘
北7.3回、北3.1km唐姓、為阪毘塘村唐氏

203 氏
村

之分主。

村四面環河、故名ロ住戸

夏 1青康照 。 福明郷河圏村、寧 以郁夏呉三姓居多ロ郁
47-1 波東北6.2km、北 姓自康照間従郵県菱山 261 氏以后

3.3km 郁草遷来ロ随后夏呉二
姓亦接瞳遷此定居。

宜清成豊 高証; |柑姓子夏情姓戚丑豊日問自福間建遷47-2 福建 9km、 203 
氏問

此

津I南三2波層楼西3km南下2西村'.4郊km郷、48-1 
孫清康照 慈渓孫 孫姓子清康照年間自慈

孫胡二姓世居。 98 
氏問 家 渓孫家遷束。

寧波西北13.4km、
始居孫姓、位干孫家漕

48-2 
孫滑乾峰 。

祝家東北O.9km、
之北、故名。据伝孫氏先

255 氏 54年
半浦郷后孫村

世子清乾隆五十四年選

比定居。

孫姓世居、以姓氏

得名、孫姓子明成

鄭県西 化年間郵県北渡

48-3 
孫清乾峰

郊郷后
西郊郷前孫村、高

従后孫分選至此。
井建有三進 遷此、子孫繁街、

91 
氏年間 北4.3km、西2.8km 祖堂。 往南分中建孫両、村此為孫村

前孫 、 孫
為后孫。中孫在清
光緒問焚段

48-4 
孫清嘉慶

鎮梅県
郵大抄泥街描鼓

海壇穂兵孫大関1) |駄悶叩祖孫孫内岡陣悶宏!汝三世 283 
氏問 巷

孫清道光
郵県西
西郊郷上拍車村、 現居孫姓、道光間従中

原為荒地、因早年
48-5 部郷中 開過搾油坊、遂名 92 氏年間

揺村
西北4.3km、西3km孫遷入。

上袖車e

48-6 孫 情 華渓県
郵梅園郷沿山辺

孫復祖 283 氏 家

徐清康照
半滞郷堵江橋村、

今村民主姓徐装、徐姓
49-1 氏 18年。 西北I砧m、西北

子滑康照十八年遷来。 226 
2.3km 

49-2 徐氏清聞康照 酷挑 都県成禅鎮 徐尚賢 301 

徐清康照 都県天 西郊郷闘境村、西
南首称前園境、徐姓居 t量伸出水中之陸

49-3 氏至>I!正 童郷 2.2km、西南2.1km
住清康照至薙正問都県 地図塊者、方言則 96 

間 天童来此。 訓i也。
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因土地貧清、名優
国王、后徐姓来此

徐姓祖先在都県東郷観

徐滑薙正
郵東郷 西郊郷張徐王村、

建村、議僅改菱、

49-4 大域徐 西2.9km、西南
昔庄、后分選至郵県東 井級入徐姓称菱

氏問
家 2.1km 

郷大域徐家、清薙正問 徐王、当地菱張問 96 

再遷来此. 音、土(地)改(草)
時写別為張徐玉、
治用至今。

5 徐 清乾隆 郵東大
西郊郷管f工岸村、

徐姓干清乾量末郵大域

村点白文雲南物庄首保有(高護省上級単証位重人

49 西2.4km、西南
氏 末 域徐家 徐家遷来図

書院)為明末滑初 95 
1. 5km 湖東学派代表人

物黄宗義講皐
処。

華徐二姓世居、徐
西郊郷華家道地

49-6 徐
情乾隆 慈渓県

村、寧波西4km、西
徐姓千清乾隆間従慈渓

姓建有一較大道

氏 問 三北 三北遷入。
地(晒場)、華家人 97 

南3.5km T輿旺、因名華家
道地。

徐清道光 慈城東
義市鎮徐家庄村、 清道光初、有徐某従慈

49-7 
氏初 鎮橋

西北11.3km、西北 城東鎮橋来此定居。繁
1.5km 情成村、遂名徐家庄ロ

176 

徐清道光719
半補郷陸両地村、 今居戸主姓徐、徐姓先

始居陸姓、処平原

49-8 西北13.5回、東北 世子清道光七年遷比定
高地、故名目 1968

氏年
O.6km 居間

年陸姓外選。其名 225 

沿用a

徐清道光 東郊郷
東郊郷小徐家村、 以主居徐姓得唱。徐姓

49-9 東2.7km、東北 子滑道光開白剤村徐家
氏問 徐家村

O.6km 分居子此、故名小徐家。
254 

49 徐明末清 洪洋市塘鎮村
西郊郷馬郎橋村、

系徐姓世居、千明末清
村后有座石橋、名

10 氏初
西北3.8km、西北

初従洋市徐家選比。
馬部橋、村以橋得 90 

徐家 2.3km 名固

49-徐滑中葉
東郊郷

郷飲餐徐賓嘉、宇尚
其選郵始祖為徐

大土域 城内月湖
11 氏

キT
友。

応漢、奉徐{甚主持 300 
出祖。

49 徐 清 。 集仕港九前橋
12 氏

例授迫功郎徐鳳庭。 301 

明清時称金家橋、以始

49 徐 清 東郊郷 東郊郷椋駕橋村、
届金姓得名。后徐史停

13 氏 大土敬 東2.2km、北O.8km
陳諸姓衆居徐姓系大 254 
撤徐家分居干此、巴7
代e

49 徐 民国27
寧波 村半、西北14.5日回朝、

民国27年又有徐姓寧波
14 氏 年 避難至此。 227 

西北1.2km

49 徐 民国32
半鴻郷 半滞郷横河頭村、

民国32年文有徐姓由郷
15 氏 年

陸高地 西北15.2km、西北
内陸高地遷来包

227 
村 1.4km 

49-徐 民国初 乍山郷
半浦郷陳広庄村、

民国初年、又有徐姓自
始居陳姓、陳氏先

16 氏 年 蘇梁
西北14.2km、西北

乍山郷蘇梁選来固
世清初自広東遷 227 

1. 2km 比定居、故名。

桂氏先祖原住慈城、清

桂 清道光
慈城鎮桂家村、寧

道光戚豊岡偶誹華湖、

50-1 慈城 波西北11.lkm、東
見其地鍾霊統秀、景色

氏 成豊潤
南4.6km

優美、遂購地建房、定居 138 

后発展成村、村以姓氏
得名。

50-2 桂 滑 慈渓
北郊郷桂家村、東 以始居桂姓得名、桂氏

氏 北5.2km、東1.2km 先世清持自慈渓遷此ロ
201 
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以烏姓始居、故名.鳥姓

烏明末情 河南穎 北郊郷烏臨村、東
先世河南穎川望族、明 東烏・酉烏干1951

51 末滑初有兄弟逃荒来 年拡建庄橋飛機 205 
氏初 )11 北5km、郷北O.7km

比、以焼窯為業、建成村 場時廠6
落。

華徐姓世居、徐

華清康問 郵県機
西郊郷華家道地

華姓子清康照関従軍目県
姓建有一較大道

52-1 村、西4km、西南 地(晒場)、華家人 97 
氏問 社郷

3.5km 
機社遷入。

ア興旺、因名華家
道会也

華?青
庫生華岳、宇徳夫、為宋

52-2 鎮海 都城小梁街 承事郎華原泉二十世 282 
氏

孫。

西殿廟弄雲氏亦

53-1 哀 i宵 本県白
城内虹橋弄 例授迫功郎貴光麟。

属此派。為宋政和
300 氏 岳郷 開由奉化遺白岳

始祖哀天錫之后白

寧海県 木匠作表家、系1908年
雲糊郷金沙喜村、 蓑氏兄弟三人従寧海橋

53-2 :11908年 橋頭胡 西北20.7km、東北 頭胡外裳村来此、修建 143 
鎮外車

1.3km 会龍U庵后、在此定居開本f
木作妨ロ

54 清間康照 都城鎮安橋 連大運、宇維構。 284 

光緒都県志引敬

鄭県高 止録載馬園相伝
馬 1青順治 西郊郷馬圏村、西 清順治問従鄭県高橋黄 史粥遠菌、或云方55-1 
氏間

補鎮黄
1. 5km、南1.5km 泥培遷比。 国珍在養馬、又伝

96 
泥塘

清時為后替t時撃
署牧馬土地

馬清乾隆 庄橋鎮
西郊郷馬家村、西 以姓得名村、馬姓子清

55-2 北3.4k凧西北 乾隆間従庄橋馬径遷 90 氏問 馬径
1.9km 比。

55-3 
馬清乾隆 奉化県 西郊郷馬家塘村、 馬姓干清乾隆年間従奉

98 氏年間 館頭域 西南部町、南2.6km化龍頭域遷此。

55-4 馬清道光
城西門

成祥鎮 馬徳章・馬徳才(兄弟) 277 
氏年間 タト

55-5 馬 清
氏

ワ 播火郷秦家畝 馬乗六 277 

56-1 
張清康照 横渓顔

成梓鎮 張慶安
I育刑部郎中張翼

293 氏問 家庄 為其后。

本県西
其地本飽氏旧宅、

張清康照 后国衰喝為張氏56-2 
氏間

郊郷石 茅山郷西飽 張可成
居之、郷人何称西

293 
灰埠頭

飽 c

南張家岸在河立

張清康照
西郊郷南張家岸

張姓干清康照間従福建
南、北各建村、

56-3 福建 村、寧波西2.9km、 河之北為北張家 94 氏問
西1.6km 

選比。
岸、府国祖屋焚、
村腰。

56-4 
張滑康照 鄭家山郷県茅張 福明郷下張村、東 張姓子1青康照問自郵県 260 氏問 it5.3km、1ヒ3.4km茅山張家遷来。

56-5 
張 1青乾隆 除挑江 西北郊4郷3km張、家西岸北、西 張姓子情乾隆問、従徐 |村張在姓江、故岸名辺張、世家居

90 氏問 岸辺
2.8km 

挑江岸辺選比。
岸

56-6 
張清乾隆 西郊郷 西郊郷新張家村、 張姓子情乾隆年間従張

97 氏問 張家燭 西3.9km、西南3km家賠分遷来此市得名。

張清成豊4
半浦郷希賢居村、 現村民有鄭張王朱諸

56ー7 喪市鎮 西北13.Bkm、西南 姓、張姓子構成豊四年 229 氏年
1.9km 従護市遷此。
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国村周囲以前曽

張 f青光緒
慈城鎮笹降張村、

張姓干清光緒閲従寧海 囲有離笹、村信民里都地
56-8 
氏問

寧海 西北偏北13.8km、
遷来。

姓張、故名 135 
東3.2km 張(光緒慈渓賂

志)。

北郊郷新張家村、 l戸4入、居戸張姓、原住
文名鷺林ロ為前

56-9 E19田年
北郊郷

東北7.4km、東 路林村、1958年遷移来
薬・后葉・前呉家・

207 
路林

3.3km 比。
后呉家・土曜眼5
箇自然村的総称。

主主市大西填張家
j青初張姓漁民在除挑

村芳挑江辺有大
56 
張?青VJ 徐挑 江捕魚、因船翻無処安

10 氏 (江)
村、西北10.7krn、

身、就上岸搭棚住下、捕
座大西規、故名大 177 

西南1.9km 
魚種問、逐漸発展成村固

西t貝張家。

56 張 f青初 庄橋鎮 庄橋鎮后張村、北
清初、白馬筏分居予此、

11 氏 馬径 7.5km、東北2km
因げ立子馬径之北、故称 184 
后張。

56 張清朝中 。 義市鎮支浦張村、
1清漂朝泊到中期此、、在ー沙張灘姓漁上人搭

西北9.3km、南 建草屋定居、逐南発展 178 
12 氏期

1.8km 騨寄Z除
56 張 f青 都城鎮明嶺
13 氏 后

292 

56 張 1青
県西布

14 氏
東呉郷生萎漕 張維賢 桂湖張氏 292 

曹士良受斯江提軍幕府
其商孫分居

57-1 
曹 f青康照 。

城内月湖橋下 立稗請徒至城内月湖橋
城西北隅楊

303 
氏 50年

下。
家橋及江北

岸浮石亭

都東潜

57-2 
曹 I青康照 火郷曹 西郊郷仲家橋村、 曹姓在滑康照間従郵東

98 
氏問 西南3.7km 曹隆曹主廟遷来。

57-3 
曹 f青同治 慈城鎮 半北浦12郷km江、東口南村、西 曹姓子清同治問由慈城 居遷陳戸姓止L有干陳明嘉曹靖両姓聞、 228 
氏問 湖下漕

1.3km 
鎮湖下漕分居来此包

曹光緒以
郵県1番 北郊郷曹随村、東 光始緒居鎮曹海姓県、曹志氏称先曹世院自、

57-4 
氏前?

火郷澗 北6.3km、東北
|鄭此県、故播名火《郷酒港曹隆遷

204 
港曹隆 1.8km 

曹 清 西郊郷
機札郷新豊橋

曹鳳貴自本県西成遷従
57-5 
氏 西成村 機社郷新豊橋。

303 

鎮海県 民国鎮海県古称

57-6 曹 I青
西管郷 北郊掴l東漕村、東 曹姓干清時自西管郷タト 東曹。村以曹姓世

203 
氏 外曹(今 i07.3km、i03.1 km 曹分遷来此。 居、位処外曹村之

称外漕) 東、故名。

章清道光 東郊郷洞橋頭東村南、章姓千清道光問自福建
58 
氏年間

福建 東南3.5km、
遷此。

256 
1. 5km 

59 梁 情 紹興
江東区東郊郷鋳

梁美生
光緒進士工部主

303 
氏 坊巷 事梁乗年為其后巴

60-1 盛 i青初
氏

横渓鎮 朝陽郷告子周 盛君宰 303 

盛柄緯為宋建降

60-2 盛 I青 鎮海武
峨内鎮明嶺

情歴任四川ー江西学政 進士宮工部尚書
303 

氏 街橋 盛柄緯、宇星旋 封康靖侯益粛敏
盛臭之后。

告書銚市 妙山郷廟后許家 許姓世居、故名。許姓由 村居困牒村在君廟黄東吉北、

61 許 i青 t書家島 村、西北18.9km、 今鈴挑市播家島口選
又 吉浦

152 
氏

口 酉1.8km 来、E.150多年。
(河)西岸、曽用名

河西許家。
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陳清順治 。 其商有分居
62-1 梅嶺郷芝山 陳道 子九龍串及 290 氏問

業公山者回

本県四 有分居東呉

62-2 
棟清順f白 古庄対

東呉郷生委漕
陳元茂、字君盛、為避虎 郷史家湾、羊

29日氏問 何元宝 患遷居ロ 角田、西郷等
糟 処者。

62-3 陳滑康県 。 半西浦北郷13廟2后km陳、東村南、村民主姓陳、清康照十
228 氏 18年

O.6km 
八年遷此。

清江蘇即補知州
伊j授登仕郎陳徳河自慈

陳政錦、事同陳法兆進翰士、
渓東郷田舎村選居城内 刑部主 、

陳 f青康隈 慈渓東 迎鳳橋。其先世原自鄭 光緒翰林知福建
62-4 
氏 53年

郷田舎 域内迎鳳橋 菱山遷田舎、陳徳河復 永春直隷州陳受 291 
村 遷鄭、先居月湖花呆園 願、同治進士!BJ部

廟、后其孫陳士才卜居 員外郎知江蘇昭
迎鳳橋。 文県陳康棋為其

后。

西郊乙来坊后河

陳氏亦属此派。陳
美芝為元季避兵

62-5 
陳清康隈

鎮海
郵城天一街馬眼 大学生陳美芝、宇香 乱市自会稽遷鎮

290 氏問 漕 ，判、。 海始祖陳珪選六

世孫。珪選、字哲

宜、世称白雲先
生。

陳情康照 郵県茅 福明郷陳家村、東
因世居陳姓而得名、陳

62-6 姓子清康照問自郵県茅 263 氏問 山陳家 6.3km、東北2.5回
山陳家遷此。至今叩代。

陳情康照
郵春県郷楼望 西郊郷方家村、商 陳姓子清康照年問、従 棟姓世居、因建村

62-7 北4.2krn、西北 郵県望春郷楼下棟(売 干方家土地上、以 91 氏問
2.6k回 面橋)陳家遷此。 地得名。

酉郊郷擁家漕村、
陳姓世磨、村西有河漕、

62-8 
陳情康県 郵県豊

西北3.7km、北 故名陳家漕、陳姓干清
90 氏問 山鎮 康照間従郵県菱山連2.2km 

此。

嗣后、東村北
西郊郷 約300米処又

陳情康照
陳家漕

湾頭郷前東村、西
系西郊郷陳家漕子1青康 建一村、両村

62-9 
氏末年

村、寧波
北3.2km、西1.6km

照末年分遷来此、在原 均陳姓家族、 211 
西北 陳家漕束、称東村. 為示区別、東
3.7km 村改称前東

村固

62 陳情康照 鄭県豊 費市鎮横路陳村、 拠伝、康照薙E年間、有 后子孫繁街、
10 氏薙正問 茅山

北11.3km，j七 郵県萎芽山陳姓到此演
形成村落。 194 

1. 7km 木偶戯定居子比四

62-陳情乾隆 鄭県委 東郊郷洞3k皿橋、頭西村北、陳姓世居、陳氏子情乾
11 氏問 山

西北3
隆間従郵県豊山遷此B 91 

3.9km 
62 陳情乾隆 鄭県萎 西郊郷陳河沿村、 陳姓干清乾隆問、従郵 村又座落河沿、故

94 12 氏 間 茅山 西北2km、西0.5km県豊茅山遷此。 名。

因村南旧有楊家橋而得
郭県惑
西郊郷楊家村、西

名、清末橋西北建万家
又困村三面環河、62 陳情乾隆 市鎮横 大攻、橋由万家重修、改

13 氏年間 山頭i車 北4.2km~西北 名万慶橋、陳姓世居、清 地形偏高、亦称楊 91 

家
2.7km 

乾隆年間従都県横山頭 家壊。

陳家遷此固

観頂以外又有上

62-陳清乾隆
都県龍 半山、下半山二族
観郷桓 龍観郷観頂 陳柿成 皆姓陳、其祖及名 290 14 氏問
村 均失伝。栂伝自福

建来。
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東郊郷j同橋頭村、
陳姓子耳大徳年間自郵

62-陳清嘉慶 東大嵩遷至東呉、其二
15 氏年間

東呉鎮 東南3.5km、東南
十一世孫子清嘉慶間分 256 

1.5km 
居子此。

清成豊間有

62 陳清成豊 北郊郷土陳村、東
光緒鎮海県志称上陳隔 一支遷居西

16 氏以前
? 

it7km、ヰヒ2.7km
回、属酉管郷四都二図、 管郷五都、称 203 
有陳姓世居。 楼下陳、故名

上陳。

北郊郷楼下陳村、
居戸多陳姓、陳氏先世

62-陳清成豊 北郊郷 干清成豊問自上陳分
17 氏問 上陳村

東北7.2km、北
此、建有楼房、故称楼下

清末楼房駿子火B 202 
3.1km 

陳。

62 陳滑光緒 北郊郷中陳村、東 始居陳姓、清光緒問自

18 氏周 北8.8km、東5km 大屋陳家分遷至此。 208 

62-陳清光緒 半浦郷4東km宅、東村南、西
村処江西村之東、始居

19 氏問
黄巌県 ヰヒ12 陳姓、与江西陳姓同宗、 228 

1.5km 故称東宅。

62 陳清光緒
半浦郷江西村、西 村民主姓陳、与東宅陳

20 氏関
黄巌県 北12.5km、東南 周宗、清光緒問自黄巌 229 

1.3km 遵来。

62 陳滑初 茅山郷
茅山田阪棟 陳応璃

21 氏 走馬塘
289 

62 陳情初 茅山郷
金峨郷田隣村 陳横

22 氏 走馬塘 289 

62 陳清初
半浦郷陳広庄村、 始居陳姓、陳氏先世情

23 
広東 西北14.2km、西北 初自広東遷此定居、故 277 

氏
1. 2km 名。

62 陳清中葉 鎮海周 宝櫨郷明堂及抄 陳世爵
24 氏 隆陳 堰何頭

290 

東勝街陳氏亦属
此派。其出祖名

郵東洪
良、字大徳、世居

62 陳 滑 塘鎮陳 江東区華厳街 陳奉珠、舜英
郵東陳家弄、棟家

25 氏 弄i瞳氏族望有正 290 
家弄

徳挙人知県陳賦
嘉、精進土台事陳
大章固

慈渓県
寧波西北19.2km、

陳姓白金爽島来比、倣
62-陳清 妙山橋西北 天啓慈渓豚志巳

26 氏
龍山鎮

1. lkm、妙山郷在
長工后定居、約遅200多

載有在家。 147 
金央塁塁

家村
年。

寧波東

北
陳氏先世元時白河南穎 光緒鎮海県志称

7.9km、
62 陳 滑 郷東

北郊郷新陳家庄 川選居鄭県華山。明時 陳家圧、民国鎮海

27 氏 3.6km、
村、東北7.5km、東 又移居来此。扇子孫繁 県志称者陳家庄 206 

北郊郷
3.2km 街、又析居村東、称新陳 (析居は清光緒以

老陳家
家庄。 降)。

庄村

62 陳 清 茅山郷
分三房、大房

28 氏 花閤村
寧鋒郷唐頭山 陳韻品 和第三房居 289 

花闘村。

62 官1949年 福明郷 福明郷在家村、東
因始居在姓而得名 陳

29 前陳村 5.2km、itJ.8km
朱両姓干1949年白剤村 264 
前陳朱家遷此。

半補郷周家庄村、
村世居周姓、以姓

62-官19田年 陳広圧 1958年又有陳姓自陳広 氏得名、周氏先世

30 (都村)
西北14.6km、西

庄遷来a 清時自慈城周家 227 
O.4km 

分比

33 



立命館東洋史畢第33競

寧波西

it 
3.2km、

村民陳姓、因位子前東
62 陳ヮ 郷酉 湾頭郷后東村、西

村北約300米処、建村較 211 31 氏 1.6km、 北3.5km~西1.6km
后、故名后東村回

湾頭郷

前東村

キナ

62 陳。 三北掌
妙山郷土皇橋、西

村居陳腐二姓、陳姓従
32 氏 起橋

北19.7km、西北
三北掌起橋遷来、較阜固

148 
2.1krn 

主主城鎮前謝村、西
村以姓氏得名、建村在

62 陳 ? 齢挑市 300年前。現村中巳無徐
33 氏 土亭

北12.7刷、南
謝両姓回以除挑市丈亭

136 
3.2k田

選来之陳姓為主。

陸清道光
費市鎮 費市鎮幌房陸家

清道光年問、居日陸之
63-1 居昌陸 村(西陸)、北 194 氏年間

キl 10.6km、itlkm
陸姓帳房住此、故名ロ

費市鎮
費市鎮東陸村、東 清道光年問、白根房陸

63-2 
陸滑道光 帳房陸

北10.4km、東北 家(西陸)分居子比、因 194 氏年間 家(西
lkm 位子東、故名目

陸)

清道光開陸

半浦郷黒白屋村、
村始居陸姓、据伝陵氏 氏之外甥張

63-3 
陸精道光

福建 西北15km、西北
先祖在閉経営木行発 姓又干北首

226 氏以前。 迩、択比営建木結構楼 建高楼瞳、
1. 3km 

房一随、外培塗黒色a 外塗白色、称
自屋。

胤禎為月糊始担
陸元十三世孫、奉

陸1青初
都城月 其弟}乱隆、従 唐宣公陸費為自

63-4 湖西錦 宝瞳郷 建胤禎、字君明。 弟胤嘉分居 出祖司清光緒進士 291 
氏

里 河泊所。 礼部主事知湖南
新田県・依県幽申
賢為其后。

村以張陸両姓得名、据

陸 f青初
慈城鎮 半浦郷張陸村、西 伝村始居張姓、称張家、

63-5 白米湾 北15.3km、西北 清初慈城白米湾村陸姓 226 氏
村 1. 5km 入賞張姓為婿、子孫繁

街、改称張陸。

陸清初 福明郷戚隆橋村、 始居了越陸察虞五姓、
村頭有橋、為戚氏

63-6 
氏

福明郷
東5.1km、北1.1km均子清初自都村遷来図

所建、村以橋得 264 
名.

陸清中葉 慈渓陶 太学生陸士達、号東峨、
其先原由慈渓周

63-7 
氏 家山

部城江東
精干岐黄術。

巷遷陶家山、亦為 291 
唐宣公陸賛之后.

陸 t青
其商有遷居 其先由山陰遷郵

63-8 月湖 自岳郷西陸 躍欽公 鎮海園前墨 横渓、由横渓遷月 291 氏
者。 湖.

陸情。
東郊郷嬢柳村、東

陸姓白河南遷来、至今
63-9 河南 南4.lk爪東南 256 氏

2.3km 
巳8代。

63 陸民国25
半浦郷時家村、西

又有村民陸姓、民国25
10 氏年

鈴挑 北12km、東南
年自除銚遷此内 228 

O.5km 

|同郷一口村黄一氏子清康
64-1黄氏1問青康鼎 境黄家西北3.4km、西北 照間従郷境黄家湾分遷 91 

湾 1. 9krn 歪此固
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西郊郷進士塘門
促姓干清康照問

64-2 
黄清乾隆 望春郷

村、西北4.8師、西
現居黄姓干清乾隆間従 遷此、建有進士

92 
氏関 樟樹下

it3.4km 
望春郷椅樹下遷此。 第、故名、今促姓

外選、只剰戸。

因村建子后王之

寧波城
南、故名前玉、由

黄滑乾隆 西郊郷前玉村、西 黄姓子滑乾隆間従寧波 千本地区黄玉同
64-3 
氏関

内四府
3.2km西南2.4km四府前黄家遷此。 音、民国時期設置 95 

前黄家 門牌時、誤為前
主、沿用至今。

黄清乾隆
寧波城

西西郊3k郷m、朱西家南漕2村2km、

太平天国時焚段、后朱 朱姓子I青康照間
64-4 内四府 姓外遷、黄姓干乾隆問、 従郵県繭横橋選 96 
氏関

前黄家 従四府前黄家選入。 此。

ま旧時。

城内南昌巷位挑
旧時間入黄姓在巷口開

64-5 福建 江南岸、新江橋南 設南畠南貨号、故名。
80 

塊

宋末葛氏自福建遷比、

吉子 奉化大 庄橋鎮吉子家村、北
至清、又有野氏后子葛

65 溝 氏、遂称野后葛、野氏子 184 
氏 橋 6.5km、酋1.1回

孫繁街、為村土主姓、故

称野家。

郵県五
村建子河南側呈

侍清天命 郷襖益
西郊郷侍家境、寧 得姓干清天命問、子姓 塊状、埠、車也白村

66-1 波酉4.1km，西 従鄭県五郷襖益新郷侍 建干瀕河地勢高 95 
氏年間 新郷僻

3.2km 家境遷此。 隆処、故名僧家
家境 墳。

宜統年間侍姓商

66-2 樽清初 ? 
福明郷{専家村、東

清初侍姓王姓遷入。
族遂在出任イ車永家嘉建県造令庁、

264 
氏 5.3km、itl.5km 堂、子孫繁街而張

姓衰落、従此改名

侍家.

66-3 侍 清
郵県王 東郊郷憶駕橋村、 侍姓自鄭県五郷鎮遷

254 
氏 郷鎮 東2.2km、北O.8km比、己6代。

中議大夫知府街加二級
其育孫分居

此派{車氏有状瓦

66-4 侍 清
城内壁 鄭東福明郷周栖 侍天成、為宋七品散官

諾壁及順天
侍行筒、在塑橋西

305 
氏 橋里 漕苗字馬橋 南渡雇揮遷郵盟橋里始

宛平県。
傍有状元橋、天封

祖侍恩斉十三世孫。 塔下状元坊。

江北岸 其爾孫有分

67-1 屠清
桃花渡

機社郷屠家境 屠惟 居大隠・山北 304 
氏 (明州東

等処ロ
城門)

67-2 屠清中葉
氏

江北岸 東呉郷平欝 屠敬三 304 

曾氏世居江西韻
州、后選福建打州

68 骨 清 奉化 江東在警鴛橋
郷飲賓曾存性、字乗 寧化、復由寧化運

305 
氏 良。 上杭、再自上杭遷

奉化、奉化始祖曾

文習卒干中峰山ロ

湾頭郷后朱村、北
原称后智、因智朱

智 清 智姓最早在此定居、巴 当地音近、智姓又
69 。 4.1km、北偏東

百余年。 不多見、逐漸演化
212 

氏
1. 3km 為后朱。

70-1 
葉清康照 慈渓鳴

鄭城尚書街 葉申立 280 
氏問 鶴場
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慈渓金

川郷湖 以主姓命名、葉氏先祖 村原名双頂山翁

70-2 薬
清苑正

塘(今下除市挑
乍滞郷葉家村、西 子清薙湖正塘年下間従慈渓金 家灘、后翁氏衰

氏 間 北17km、東1.7km 川郷 市業家分遷 落、葉姓繁街、遂
市二六 子此固 名菜家ロ
市郷)

70-3 葉清乾隆 外地
西郊郷馬園、酉 葉姓干清乾隆間従外地 現劃入城区建重

96 
氏問 1.5km、 遷入。 住宅。

170-4 
業 f青嘉慶

定海県 城内水島橋 滑康生業郵機州以捕海盗官 280 
氏 問 至知高 、海州。

70-5 葉清ワ
郵県朝

東郊郷任葉村、東
居戸多任葉両姓、故名。

揚郷翻
南2.3km、南2.9km

葉氏自郵県朝陽郷翻石 258 
氏

石渡 渡選此.巳7代。

葉清? 慈渓獅 妙山郷葉家村、酉
村以姓氏得名、薬姓従

70-6 慈渓獅子橋遷来、巳8 148 
氏 子橋 it20km、it2.1km

代。

費清乾隆
乍補郷黄径堰村、

主姓費、清乾隆年間、祖
71 
氏年間

費市鎮 西北17.3km、南
上従費市選此ロ

221 
lkm 

護市鎮横山頭村、 宋末元初、有J東橋南姓3者為 繁桁成村、因村処

72-1 橋 1清初 慈城 西北11.9km、西北
避戦乱従山東来諮城 横山過来的顕一

175 
氏

2.1km 
落戸、約300年後又由慈 筒衆落、故名横山
城分主連此。 頭。

72-2 
病清薙正

慈城
護北市10鎮1痛km家、西村南、西 清薙E関従慈城遷此、

177 
氏関

1. 4km 
以姓氏名村。

72-3 
腐清嘉慶

慈城
西半北浦郷15横2河岡頭、西村北、村民主姓持、清嘉慶二

277 
氏 24年

1. 4km 
十四年自慈城分此B

72-4 
j悟清嘉慶 対河小 西西郊3郷9畑新、張西家南村、 清嘉慶問又有J需姓従対

97 
氏問 病家漕

3.2km 
河小病家漕合井過来。

祷滑道光7慈城后
半浦郷東江沿村、 村民主姓婿I!¥.痛姓為

72-5 西北13.5km、東北 慈城后地阪病家分主、 225 
氏年 地阪

1. 3km 道光七年遷此。

講滑成農 慈渓将
西郊劃J情家辺、西 病姓千清威豊年問、太

因村建河辺而得
72-6 
氏年間 城

北2.1畑、偏西 平天国起義時期従慈城
名。

94 
O.7km 遷此。

72-7 
梼滑光緒

慈浅 郵城水浮橋
清慈渓人病允駿自慈渓

281 
氏問 遷至鄭城水浮橋巴

72-8 橋 清 。 |妙西北山郷19浮5岡上橋、北村、
漏姓、太平天国時遷来。 149 

氏 2.3km 
世居楊姓、故名。楊氏先

庄橋鎮楊家村、西
祖子栄時、白河南選慈 困村処挑江北岸、

73-1 
楊清康照 蔀城北

北5.1km、西南
城北門外定居。有楊氏 又名江沿楊家。又

189 
氏関 門 宗洞、称世志堂楊家。清 因村有陳楊両姓

3.6叩
康照問、其育孫分徒至 始居、亦材場陳。

此ロ

楊 1青乾隆
西郊郷 西郊郷ニ眼橋村、 楊姓自前六畝大戸火焚

73-2 前六畝 西北偏西3.5km、 后、子情乾隆問、部分子 93 
氏問

村 西2.1km 孫遷此。

楊 f青乾隆
西郊郷
西郊郷菊池頭村、

楊姓自前六畝大戸被提
73-3 前六畝 后、清乾隆問、部分子孫 93 
氏問

キf
西北3.7km、2.3km

選此。

車西機
原先有周揚虞費

楊 j青乾隆 社郷東
西郊郷南周江岸

楊姓子清西乾楊隆選問入、従郵
事等姓集居、以周

73-4 
氏関 暢・西

村、西南2.5km、南
西東楊

姓最興旺、又図村 98 
2.9k加 有周江岸、現住戸

暢
以楊虞二姓為主a

36 



清代寧波沿海部における開発と移住本田治

楊清嘉慶
半浦郷 半浦郷楊界村、西 始居楊姓、故名。楊姓清

73-5 緒山楊 北12.4km、東南 嘉慶問由緒山楊陳村分 228 
氏問

陳村 1. 5km 選至此回

半浦郷田洋朱家
始居朱姓、村建千田販

楊民国30 除挑大 問、故名，民団30年又楊
73-6 
氏年 穏萎岱

村、西北13.8km、
姓自飴挑大隠聾岱遷

227 
西南1.4km 

此。

74-1 庄橋鎮 城内石板巷 大河衛総惟午 305 

葛滑初 庄橋鎮韓葛村、北
主姓韓葛、以姓得名、清

74-2 庄橋鎮 初韓姓自慈渓緯家、葛 187 
氏 5.2km、東2.7km

姓自庄橋遷此定居B

董 清
鄭県茅

輩九岳、為蓋家眺第十
75-1 山郷董 洞橋郷沙巷口

六世董五服之子。
304 

氏
家跳

蓋 清
郵県茅

75-2 山郷董 鍾公廟郷董家 董礼麦 304 
氏

家跳

其荷孫分居

75-3 蓋 清
奉化県
集仕港鎮童家橋 董文

朱庄家小庄蓋・顧家東寧
304 

氏 廟山
岸闘激頭及
鎮海霊岩等ロ

薫清。
東郊郷后章家橋

75-4 。 村、東南3.2km、東 董姓居此巳有7代白 256 
氏

南1.2km

薫民国時
半浦郷半浦、南村、西 又有村民董姓、民国時

75-5 鈴銚 北13.2回
白書全挑遷来。

229 
氏

2.3km 

虞滑乾隆
郵西屡
西郊郷南周.5江km岸、南 虞姓子j青乾隆年問、従

76-1 
氏年間

蚊郷前 村、西南2.
郵西前虞t首選入ロ 98 

虞靖 2.9km 

虞清成豊3寧波念
半浦郷周家漕村、

始居周姓・ 又有虞姓
76-2 
氏年 条橋

西北15.7km、西北
自寧波念条橋遷来。

226 
1.9km 

虞清成豊 鎮海龍
洪塘鎮虞家村、西

拠伝虞姓子清成豊間従 新鵬富立吉村虞A、干家Z、比有・日比種者統1障虞称目問建虞家凱宅
76-3 
氏問 山虞家

北12km、西北
鎮海龍山虞家遜入目

160 

2.4km 

虞清初 福明郷戚陸橋村、 始居丁趨陸禁虞王姓、
村頭有橋、為戚氏

76-4 隣村
東5.1km、北1.lkm 均子情初自鄭村選来a

所建、村以橋得 264 
氏

名。

議滑嘉慶
半浦郷堵江橋村、 今村民主姓徐護・・書室

77 温州 西北16km、西北 姓干清嘉慶十四年自温 226 
氏 14年

2.3km 州来此。

鈴銚→ 以姓氏得名、都氏自蝕

都滑初
郵県富F
東郊郷都家村、南

挑遷至鄭県都渓、其后
78 渓→陳 又居鄭県高塘橋、清初 257 
氏

婆渡郷
3.2km、西南3.2km

分三支、一支遵此、建村
高塘橋 約300余年。

79 摩 滑 福建 域内大尚書橋下
摩奇白、従事故青業自

307 
氏 福建至甫

80 甑 滑 。 湾頭郷弧隆村、北 甑姓最早来此定居、約
212 

氏 3.8km、東北1.3km巳200年、故名甑降。

寧波城 西郊郷前管糟村、
与菅江岸菅姓同

管清康照 管姓子清康照間従軍波 族、因建村早干菅
81-1 
氏間

内柳庄 西2.6km、西南
柳庄巷遷此。 江岸、故名前江

95 

巷 1.7km 岸。
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祖住寧波柳庄巷、建有

2 管 清乾隆 西郊郷 西郊郷菅江岸、西81 
調、清康照間分遷至前

氏 間 前管糟 2.4km、西南1.5km管漕、清乾隆初再分遷
95 

来此。

82-l裳 情
寧鋒郷

龍観郷播渓 義国孝
其葡分居奉

斐氏先視居南京

氏 表島 化葛麻坑
后相継遷河南・杭 307 
州及鄭斐感。

表 j青乾隆 奉lt県 西郊郷園境村、西 北首称后園境、袈姓居 境伸出水中之陸
82-2 江口袈 住、清乾隆間従奉化江
氏問 2.2km、西南2.1km

地。I量者、方言且IJ 96 
央署E 口表央審遜入。 洲也。

83 l越
清成豊 県西新

龍観郷后隆 越元勲
氏 間 河塘

297 

城内大廟前、呼童

83-2 
越 1青成豊 慈渓東

西門外 越其天、宇佐衡、号半帆
街、主随越氏均属

氏問治問 郷
此派c奉宋燕諮王 297 
十世孫忠憲公為
世祖。

越清初
義市鎮遡家村、西

清初趨姓従慈城遷来、
83-3 慈城 北8.3k爪東南
氏

1.5km 
以姓氏名村。

178 

83-4 組清初 隣村
福明郷戚陸橋村、 始居丁越陵禁虞五姓、 |名村所頭建有、村橋以為戚氏

氏 東5.lkm、北1.1km 均子清初自鄭村遷来。
橋得 264 

83-5 越 清
鎮海県

鄭城天朝姉相第 修職郎誼援先
湖頭越氏亦属此

氏 穿山鎮 派い
297 

越民国初 儀挑候
半浦郷塘路下村、

越姓干民国初自鈴銚候
83-6 西北14.5km、西南
氏 青門

2.3km 
青門遷来ロ

228 

郎 清
鎮海四

其商散居城

84 管郷鳥 郵 郷飲賓郎聖開。
内及西門外、

氏
障

其弟一支亦
282 

分居城内。

銭清光緒 。
袋北8市.鎮3km銭、家南村1.日、k西m 

清光緒閣、銭姓来此定
85-1 
氏問

居、発展成村、遂名銭 179 
家。

銭民国28
半浦郷宋家湾村、

民国28年又有銭姓自飴
村始居宋姓・・宋

85-2 
氏年

徐挑 西北14.4km、酉南 氏先世自除挑控
銚遷此定居ロ

227 
L 7km 埠遷来。

光緒慈渓鯨志称

劉清初
扶塘鎮劉馬湖村、

拠伝劉姓1青初時自福建
劉馬湖、村以姓氏

86-1 福建 西北9.1km、西南
得名、今村民主姓

氏 遷此、建有劉氏宗制E 劉、無馬胡両姓、
165 

1. 7km 
劉馬糊為劉馬胡

之譜音演化。

自由l清初
其商孫有分 f青光緒挙人崇実

86-2 。 鍾公廟郷金家糟 劉宏道。
居城東舟孟

氏 橋及城内ノl、 書院山長留j鳳章 283 

倉者自
為其后e

86-3 劉清 。 茅山郷劉家 劉思通
其商有遷鎮

氏 海昆亭者。
283 

腐 清
属生学、属潮署、字慕韓、附貫

87 定海 鄭柳庄乙未坊
江蘇荊渓華亭

280 
氏 元和県兼署長洲県知

県。

88 
楽 i青乾隆 鎮海県

宝瞳郷 梁難民字徳富
氏 年間 担軽浦

280 

89-1 潜 清
本県西
菱山鎮播家 潜汝徳

氏 門外
307 

89-2 滞 情
氏

山(居)管在郷葉公 播氏(名字失伝) 307 
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播清道光
寧波西北8.8krn、

村民主姓千幸帯、以始

89-3 ワ 洪塘南1.lkrn、洪
居干姓得名、子姓来歴 与高車頭潜姓同

氏年間
塘鎮干家村

無考、李潜両姓子清道 刀ーて。 158 

光開卜宅干此巳

90-l蕪
情乾隆

餓挑
西郊郷董孝子廟、 察姓世居、清乾間従徐

困建有配漢和帝

氏 間 西南2krn、南2.3krn挑遷入e
時孝子董鯖之廟 98 
市得名ロ

90 2 察 清初 。 福明郷戚陸橋村、 始居丁越陸察虞五姓、
村頭有橋、為戚氏

氏 東5.1krn、北1.lkm 均子清初自琳村選来。
所建、村以橋得 264 
名目

3 禁
郵県潜 北郊郷察家村、東 以居戸察姓得名、禁姓

90- ワ 火郷察 北6.9km、東北 先世由郵県播火郷繋家
氏

家 2.4km 選此。
204 

西郊郷劃船場、現
該処早年有龍船

91-1 
蒋 f青康照 奉化蒋 劃帰海曙区倉橋 原蒋姓世居、干清康照

会、毎逢農暦八月

氏問 家補 街道排事処向陽 問従奉化蒋家補遷此。
十六在比劃奏龍 99 

居委会。
船、該村因此得名
劃船場c

91-2 
蒋清光緒 奉化渓 洪塘鎮蒋家村、西 村始居蒋姓、蒋氏先世 光緒慈渓将志称

氏以前つ 口 北7.3km、南2.3km 自奉化渓口遷此. 大橋頭蒋家。 168 

蒋清ワ
妙山郷蒋家畔、西

村以姓氏得名、由奉化
91-3 奉化 北20.4km、西北
氏

2.3km 
遷来、巴王代。 149 

村西南原有王姓

慈渓半
西郊郷王家橋村、

大攻、建有技庄井

鄭清康照 浦(今属 現居鄭姓、清康照年間
建橋一座名王家

92-1 
氏年間 寧波市

西南2.6km、西南
従慈渓半補来遷。

橋、后鄭予等姓、 98 

江北区)
2.7krn 遷在技庄附近定

居、発展成村、村
以橋得名a

慈渓半
始居鄭姓、以姓氏得名、

92-2 
鄭清成照 浦(今属 洪塘鎮鄭家村、西

滑康照問鄭氏先世自半
后子孫繁街、

氏年間 寧波市 北5.3畑、南4.8km 発展成村。 170 

江北区)
補遷此E

92-3 鄭 清
本県段

械内絞堵弄 登仕郎鄭惟顕
段塘鄭氏自慈渓

氏 塘鎮 半補来。 296 

92-4 
鄭 1青成豊

除挑
菱山郷定橋、岐陽

鄭氏(名失伝)
氏問 郷高車頭

296 

1958年大楠農回

鄭 半浦郷
半浦郷塘路撤村、

村民主姓鄭、与半浦鄭
基本建設、築泥塘

92-5 1958 西北12田krn、主
以防携災、嗣后属

氏 半荷村
南2.1km

姓同宗。 戸陸続干塘撤建 229 

房、故名塘路域。
今有半浦根結a

鄭 f青 半楠郷
寧波西北12.8km、

村民主姓鄭、情時自半
村南近鯨銚江、称

92-6 祝家南2.3km、半
上新屋、北首称下

氏 半浦村
浦郷上新屋村

浦分遷至此。 新屋、今統称上新 229 

屋白

鄭

翁

越 洪塘鎮留車橋村、
現今村氏有鄭翁・

92-7 閣i。 舟山 北偏西11.8畑、北
組・郎・余 .Bs姓来

沿t可有街市E
居、拠伝其先均為舟山

160 
2.7km 

漁民、因捕魚歪此。
余

1: 
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拠穆此姓伝、后来、其清南商時経有孫商広遷、建東返客戸
穆 1青 穆家巷、南起永寿

宅居
93 広東 返原籍、 63 氏 街、折東通呼章街

房未宅出譲与劉姓、巷名
変白

94ーl韓 1青 紹興 都城小校場口
韓位、宇旭如、奉母曹氏

304 氏 自会稽選至郵城。

韓 f青初 慈渓韓
寧波北5.2km、庄 主姓韓葛、以姓得名、1青

94-2 橋東2.7km、圧橋 初韓姓自慈渓韓家、葛 187 氏 家
鎮韓葛村 姓自庄橋遷此定居ロ

韓 1949年
妙山郷廟后張家

村民多張姓、別有韓姓、94-3 慈城鎮 村、西北19，2km、
1949年遷慈城鎮定居。 151 氏

妙山橋西1.3km

郵県翁 現居厳姓、祖籍福
情天命 岩分遷 西郊郷后孫村、西 建、孫姓世居、以

95-1 営(附 至商郊 北4.4km、西北 后有部分遷此 姓氏得名、孫姓子 91 
20)問 郷五江 3.9km 明成化年間鄭県

口 北渡遷此。

厳清康照
西郊郷 寧波西北4.3km、 厳姓子1青康照問、従望

95-2 望春橋 西北2.7km、西郊 春橋五江口i聾此a村以 90 氏関
玉江口 郷厳家村、 姓氏得名。

厳清康照 齢挑大
半浦郷厳家池頭

情康照問、自鈴挑大隠95-3 
氏間 踏石林

村、西北14.5km、
石林遷此。 227 

西北1.2km

茅洲閉南、光緒慈

郵県費 洪塘鎮大灘厳家 渓将志称大灘、図
厳光緒以 拠伝厳姓自費市郷厳家 宋時建茅洲隅改95-4 
氏前。 市郷厳 村、酉北10.4km、

選此a 易河道、形成灘 161 
家 北lkm

塗、故称大灘厳
家、亦祢厳家a

半浦郷朱家沿村、
始居朱姓・ 朱姓元末

厳 1949年 明初自安徽鳳陽遷来。95-5 
氏~

鈴挑 西北13.5km、南
解放居又有厳姓自候挑 228 

O.8km 
来此。

鯵情乾隆 飴挑三
半浦郷謬家村、西 以始居穆姓得名、据伝

96-1 
氏間 七市

北15km、祝家 鯵姓子情乾隆問自給挑 226 
1. 5km 三七市移居来此ロ

慈城十
草生市鎮鯵龍江村、 清道光年間鯵姓従慈城

穆清道光 宇旗(花
96-2 
氏年間 闇弄)穆

西北12km、西北 十字旗(花園弄)鯵家分 175 

家
2.3krn 遷来此建村定居.

線 清
鍾公廟

96-3 郷鯵家 城内浦石河頭 綴国聖、字君英 307 氏
橋

辞 。
都西布
寧波西2.1km、西

原系辞姓世屠、従郵西
本世紀60年97 政郷辞 布政郷辞家遷入、因開 96 氏

家
郊郷醇家塘村

堅一用水塘而得名目
代先後外遷。

98-1 謝 清 除挑 龍観郷上狐山 部国慶
有分居本郷

305 氏 観頂者。

謝 1949年
福明郷明楼村、東

李謝子1949年前后遷
98-2 。 北3.8km、西北 262 氏前后

2.4km 入

鍾?青康照
郵県五
福明郷鍾家村、東

囚始居鍾姓而得名、鍾
99-1 郷鎮鍾 氏自清康照間従鄭県玉 264 氏問

家沙
4.6km、4七1.8km

郷鍾家沙分居干此。
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99-2 鍾
清乾隆

勺
西郊郷中塘路村 鍾姓世居、子清乾隆年

村芳有中塘河、当

氏 年間 西4.3krn、西3.1km間遷此固
時治河築路、沿路 92 
建村。

鍾民国29
河西北 北郊郷小鍾家村、 始居鍾姓、民国29年自

99-3 郊郷鍾 東北6.7km、東北 河西鍾家村分遷至此、
氏年

家村 2.2km 故41，
204 

100 戴清康照
城中 高銭郷下主

戴輩1青、為明四川巡撫

l 氏関 戴盤曾孫。
307 

100 戴清康照 莫枝鎮
成祥鎮廟激上

2 氏関 大堰頭
戴国英(或名国成) 307 

100-戴漕末
都県莫 袋市鎮戴家村、西 滑末戴某都県東銭糊遷

3 氏
枝鎮東 北8.6km、東南 比、発展成村、以姓氏名 178 
銭湖 1. 4km キサ。

101 顔 清宣統 絵挑大
洪塘鎮F桂厳村、西

顔姓千滑宣統問自鈴挑
今村民主姓桂厳。

氏 年間 隠
北12.6km、西北

大隠遷来。
厳姓経商外濯、黄 159 

3，lkm 姓絶后。

101-顔清光緒
庄橋鎮 洪塘鎮双央島幸

始居李姓、村処子両山

青林渡 家村、北偏西
審問、故名目顔姓干清光

2 氏関
顔家 12.3km、1ヒ2.8k田 緒間来自庄橋青林被顔

160 

家。

101 顔清末 慈城鎮 洪塘鎮越家村、西
村以始居組姓得名、清

3 氏 徐顔 jt8.9km、，t2km
末文有顔姓自慈城鎮徐 163 
顔遷来。

議滑康照
東郊郷

福明郷史説家村、 貌姓千康照年間自郷内
102 松下牒
氏年間

家
東5.1km 松下牒家遷子比。

260 

坊沿羅

103-羅
家、西北 妙山郷浮上橋村、

現住羅姓、坊沿羅家遷

1 氏
1青。 18.8km、西北19.5km、北

妙山橋 2.3km 
比。

149 

4ヒ1.5km

103 羅 構乾隆 鈴銚羅
妙山郷坊沿村、西

村民以沈姓為主、Z'I有 有貢z門、乾隆間

2 氏 以前 江
ヰヒ18.8km、jt

羅姓由除銚羅江遷来E
造、太平天国時 151 

O.8km 皇丸

103 羅 滑道光
舟山沈 福明郷楊木襖村、

村有楊木複、以穣得名。

家内羅 東北6.4km，北
村中住戸多羅昔話玉三

3 氏 年間 姓・田・羅姓清道光問自 261 
家 3.9km 

舟山沈家門羅家遷入目

蘇 i青乾隆 石壁家襖橋蘇張
西郊郷竺江岸村、

蘇姓子清乾隆年間従右
104 寧南波酉2.7km、西
氏 年間 2.4km 

襖張塁橋蘇家遷入。
97 

105 
顧 清嘉慶 。 湾頭郷顧家村、北 清嘉慶間顧姓定居干

氏 間 3.8畑、東北1.3km此、故名顧家。
212 

106 襲滑乾隆 徐挑陸 西郊郷襲家村、西
因襲姓世居而得名、襲

氏閣 家埠 jt4.0km、jt2.6km
姓干滑乾楼問、従除挑 90 
陸家埠適此。
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表2、清代寧波沿海部(鎮海県)における選住

番号 姓
移住時

出身地 移住先 始祖 再移住 備考 鎮県盲海志
期

l← l 主
清康照

福建 貴姻鎮 貴朗前王王氏 179 
氏 年間

1-2 
王
清初 山西省 脇舵鎮襲李玉 襲李玉玉氏 179 
氏

王
慈重苦県

1-3 
氏
情初 三北鎮 貴翻鎮蒋王 清初入賛成族。 蒋王王氏 179 

郎王

包 1青康照
新襖鎮

2 横河包 城関鎮石塘下 石塘下包氏 186 
氏年間 { 串

3-1 
任情康照

慈1轟県 楓林郷 楓林任家 187 
氏年間

任清乾隆
慈渓県

3-2 三北任 荘市鎮長河塘 荘市長河塘任氏 187 
氏年間

家渓

4-1 
朱清廉照 鄭県天

新硯鎮千士塘 千丈塘朱氏 182 
氏年間 封塔下

4-2 朱清代
氏

除挑県 楓林郷朱街T 楓林朱街丁朱氏 182 

5 
何清康照

山西省 荘市鎮何斗 荘市何斗何氏 185 
氏年間

分派大市堰・
路舵火棒路
頭愛登港

余情康照
塘・白靖・万嘉

6 
氏年間

福建 貴閉鎖貴闘廟隔河
禾橋。豊后村又仮分山支頭

黄瓢廟隔河余氏 185 

余大市堰余，

荘市半路張新
余周余等ロ

7 呉清初
在市鎮
荘市鎮聯盟 荘市聯盟呉氏 182 

氏 三官堂

福建昔、

甫岡県

8 宋 清
→慈渓 后復選子荘市鎮宋家 分支有江南郷 荘市宋家j薩頭宋

187 
氏 県(滑 種頭 山下宋氏。 氏

薙正年
間)

9 専 清光緒 徐挑県 命菰鎮湾塘海旬、南 湾塘海旬埠氏 186 
氏 年間 誼路頭 江両岸棉区帯

10 本土 清初
舟山登
華客蛇鎮団橋劉杜 団橋劉社杜氏 186 

氏 事島

李清乾隆 臨県五
楓林郷 楓林李氏11 

氏年間 師棋
181 

12-1 院 1青
氏

話渓県 荘市鎮 荘市院氏 187 

12-2 配 f青 郵県 大模鎮
分支有新襖星

大棋院氏 187 
氏 陽。

12-3 院 f青
氏

劃県 郭巨鎮 郭巨玩氏 187 

12-4 伝 情
氏

郵県 上陽郷 上陽玩氏 187 
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12-5 院 清
氏

郵県 白峰郷外峠 外時玩氏 187 

憩橋員、南家宋、祖籍河北清 分支有小長

貝清車主隆
貴闘鎮 河郡 後期、有員姓 家、清初選入、

荘市貝陸朱奨貝13 憩橋員 荘市鎮貝陸朱童書 兄弟三人逃荒南来、后 荘市貝陸朱奨 186 氏年間
家 居蘇州、ー居奉化、一 貝家、清乾隆

氏

居此(鎮海憩橋)。 間遷入。

周清乾隆
慈渓県

14-1 
氏年間

東費市 貴闘鎮沙河回央周 沙何回央周周氏 181 
跨塘周

14-2 
周滑乾隆

f阿南省
氏年間

育社抱鎮湾塘 湾塘周氏 181 

有分派連霞浦

15 於清初 慈渓県 鎮海県新穣鎮績河
鎮東与礁穣

横)11於氏 187 
氏 (穿山西北霞

浦東北)。

郎清康照
都県郎 波渓里郎、外郎、均子清

技渓里瑚氏外周l16-1 隆鎮郎 波渓郷里郎、外郎 康照年間自郎隆和郎主 185 氏年間
玉 遷入園 氏

16-2 
郎清道光

大襖鎮 臨江郷中謝
臨江中謝郎家、清道光

臨江中謝郎氏 185 氏年間 年間由大襖遷入。

林清康隈 福建福
柴橋水芹林家、清康照

17-1 
氏年間 清県

柴橋鎮水芹 年間由福建福清県選 柴橋水芹林氏 182 
入園

17-2 
林清乾隆

福建 貴顕鎮
貴闘前・中后林、清乾 貴則前林氏・中林

182 氏年間 隆年間由福建遼入。 氏后林氏

生雪 清中期
奉化県

城化粛区竺主家廟、清中期自奉18 斎王廟 鎮梅城区
后竺選入目

域区竺氏 187 
氏

后竺

郵西黄 酪明舵両社車販曲家黄、

19 
両社清乾隆

古林骨量 鎮海県命箔鎮
命指命姓源出向宗、清 中葉自郵西

183 氏初
家

乾隆初遵入園 古林音量家遷入。最

ffi愈氏

20-1 挑清初 慈渓県 貴顕鎮挑家水倉
貴馴挑草木倉挑

185 
氏 氏

20-2 
挑清順治

慈渓県 下部郷挑家斗 下部挑家斗挑氏 185 氏年間

21 
施滑嘉慶 宣車銚県

路舵鎮 脇E吉田施氏 186 氏年間 施馬陳

胡滑順治
安徽省

始祖胡子華由欽県遷
22-1 
氏年間

歓県績 鎮海県小港鎮胡家埠
入、以焼碍為業。

分支蟹睦港 小港胡家蝿胡氏。 180 
渓

胡滑康照
鎮海県

22-2 
氏年間

雁宕廟 楓林郷 楓林胡氏 180 
胡家

22-3 胡氏I年清四乾十陸六 近地荘 鎮海県臨江郷渡駕橋 渡駕橋胡氏。 180 
下胡

23 
侃清康照

金塘郷 荘市鎮侃家村 在市侃家村侃氏 186 
氏年間
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24 孫 情康鼎
鈴銚県

分支市堰有孫貴翻鎮 貴頼東孫西孫孫双何孫 貴蜘鎮東孫西孫
氏 年間

宗
大家。 氏

183 

25-l唐 清初
阪回

路舵鎮洪家路
勝舵洪家路沿唐

氏 唐。 氏
186 

25-2 
唐 j青康問

小港鎮 時頭郷寺湾
氏年間

小港唐家 186 

26-l徐
滑康照

福建 時頭郷網島人大坑。
氏 年間

羅島八大坑徐氏 181 

26-2 徐
i青康照 福建徐

楓林郷徐夏家
氏 年間 平

楓林徐夏家徐氏 181 

26 3 徐
清乾隆 小港鎮

務舵鎮団橋三門頭
氏 年間 徐家洋

団橋三門頭徐氏 181 

26-4 
徐情乾隆 d、港鎮

路蛇鎖販頭
氏年間 徐家洋

阪頭徐氏 181 

26-5 
徐清乾隆 小港鎮

路駐鎮東銭
氏年間 徐家洋

東銭徐氏 181 

26-6 
徐 I青乾隆 小港鎮

長石掴徐王
氏年間 徐家洋

徐王徐氏 181 

26-7 
徐清道光

定海 臨江郷漕塘
氏年間

臨江漕塘徐家 181 

26-8 徐清朝j
除挑陸

貴駆鎮徐家堰頭
分支有臨江郷 貴顕徐家堰頭徐

氏 埠楊徐 河湾徐家。 氏
181 

27 
翁情康照 寧波西

三山郷鳳山
氏年間 門外

三山鳳山翁氏 186 

郵西京氏宗臨。:始祖

28-1 童 1青初
鄭県城 滑初又有氏系遷白峰

章子誠知安府、

氏 西郊郷 掴雁停湾。
后随従宋高宗到 185 
明州、定居郵城西
郊。

鄭西哀氏宗ロ始祖

28-2 重滑初
郵県城 清鎮初大漁又有塘氏6 系遷郭匡

表子誠知臨安府、

氏 西郊郷
后随従宋高宗到 185 
明州、定居都城西

郊。

28-3 
主清乾隆 郵県城 鄭西一支派遷郭巨鎮

始祖哀子誠知臨安府、

氏年間 西郊郷 大徐塘定居。
后随従宋高宗到明州、 郵西章氏宗B 185 
定居郵城西郊a

29 
馬新乾隆 除跳馬

命桔鎮后施
氏年間 家路

后施馬氏 186 

30-1 氏両 1年青乾間隆 河南 貴駆鎮里洞橋 貴駒里洞橋高氏 186 

30-2 
高清乾隆 郵西両

貴駒鎮西港頭
氏年間 楠鎮

貴細菌港頭高氏 186 

烏
郵県北
荘市鎮長何塘、分上

后有支派遷干
31 
氏
情初 部郷庄

烏下烏
(勝舵鎮)団橋 荘市長河塘烏氏 187 

書堰 烏氏。

32-1 
張
清初 郵江橋 命活鎮廟
氏

倫子古廟后張氏 180 

44 



漕代寧波沿海部における開発と移住本田治

張明滑
寧波西

高塘郷上張家埠、下 明清時代陸続遷鏡、定
后又派街、山

32-2 
氏

門外張
張家埠 居成族四

下張氏、魁斗 180 
埠張氏図 橋張氏。

張明清
寧波商

塔時郷丁山下、和鵠 明清時代陸続適鎮、定
后又派桁、山

32-3 
氏

門外張
書号 居成族。

下張氏、魁斗 180 
埠張氏. 楠張氏。

張明滑
寧波酉

明清時代臨続遷鎮、定
后又派街、山

32-4 門外張 霞浦鎮朱塘 下張氏、魁斗 180 
氏 埠張氏。

居成族.
橋張氏。

張明清
寧波西

明清時代陸続遷鎮、定
后又派街、山

32-5 門外張 柴橋鎮楼下張
居成族。

下張氏、魁斗 180 
氏

埠張氏. 橋張氏.

構浦陳家弄・曲羅塘・
李蝦橋・沙河頭酪舵

大東陳・荷目陳花・池団頭・大
小河角頭 橋頭・
河頭大小陳底堰・田

菱山鎮 舎陳・荘市東頭陳・中
源多出菱山鎮陳氏大本

陳明清
陳氏大

官陳路・石陳塘・湾下塘江三南合陳前十 堂・徳声堂・雨紗堂巴明
33-1 本堂・徳

清両代遷入、旺族后支 180 氏
声堂雨 四房小港斜畠・大硯

紗堂。 周隆陳・高塘沿海陳・
派四街。

半浦陳・郎隆嘉渓・塔
時楊串・霞浦陳華鋪・
関毛陳・紫石陳打鼓
畠・上陽黄老串崎頭
升螺

33-2 
陳清道光 温州平

三山郷土横村 三山上横陳氏 180 
氏年間 陽県

陸 滑
寧波岐

34-1 陽郷湖 荘市鎮西陸 荘市西陸陸氏 183 
氏

西陸家

34-2 陸清初
郵郊郷県花三

貴劇鎮 貴駒前陸后陸 183 
氏 官白堂玉陸

枝都県鎮莫陶 分支有荘市鎮
35 曹清初 荘市鎮聯豊 荘I甘聯豊曹氏 184 
氏

公山下
西陸后曹。

惇滑道光
鄭県王

36 
氏年間

郷模侍 賂舵鎮湯家池 勝llE湯家出侍氏 184 

家

37 
腐滑乾隆 慈漢県

荘市鎖漢塘 漢塘縄氏 186 氏年間 西門

38 屠滑初
氏

寧波 大模鎮芦山 大模青山屠氏 188 

39 程清初
氏

安徽省 命指鎮湾塘郷 湾塘后程氏 187 

40 
葉清乾隆 慈渓県

荘市鎮漢塘郷
分支有臨江郷

荘市漢塘葉氏 183 
氏年間 薬家 迎師橋。

41-1 
董清康照 奉化蓋

貴闘鎮蓋家阪 貴翻董家販董氏 185 
氏年間 家販

45 
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董 清
寧波酉

41-2 門外板 荘市鎮者鷹湾 荘市者鷹湾華氏 185 
氏

橋頭

蔀県莫

童1青乾隆 枝鎮樟 路庇薬家橋廟童
42 橋童挑 踏舵鎮察家橋廟 18E 
氏初

馬浬童 氏

家

43 
葛清道光 樟橋葛

荘市鎮沈葛劉屠
荘市沈葛劉屠葛

187 
氏年間 家 氏

44 蒋清初
氏

奉化 臨江郷 臨江者屋蒋氏 185 

45 越清初
山東省
大模鎮河北 大模河北越氏 183 

氏 郡城県

46 潜清初
江西省
海浦鎮覚渡 覚渡潜氏 185 

氏 潜荘

47 
葺清順治

四川i 楓林郷大石門
楓林大右門前

187 氏年間 葺・后賀氏

48 
飽清乾隆 差山郷

楓林郷飽家洋 楓林組家洋飽氏 188 氏年間 飽家

厳清康照
慈重苦県

49 
氏年間

三北鎮 海浦鎮余厳 機浦余厳厳氏 184 
徐家畠

奉化県
分支有悌浦鎮

50-1 戴清初 斎王廟 霞浦鎮廟
橋里戴、日央

霞浦廓戴氏 184 氏
戴氏

戴、浦路戴、后
戴。

50-2 
戴 1青乾隆

奉化県 郭巨鎮 郭匡戴氏 184 氏年間

50-3 戴清初
郵県天
霞浦鎮 霞浦戴氏 184 氏 童郷

顔清乾隆
本県波

51-1 
氏年間

渓郷顔 貴翻鎮旬張 貴期旬張顔氏 187 
氏

51-2 顔清乾隆
氏

山東 命活鎮 1ilt古顔氏 187 I 

52-1 襲清末
氏

除銚北 融措鎮湾塘郷海句 湾塘海旬襲氏 186 

52-2 翼清末
氏

除銚北 江南郷下泥場 江南下泥場襲氏 186 
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